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徳
江
潤
く
ん
（
と
く
え
・
じ

ゅ
ん
。
平
成
8
年
6
月
1
日
午

前
6
時
37
分
生
ま
れ
。
父
・
和

美
さ
ん
、
母
・
晃
子
さ
ん
。
東

豊
田

3
の
18
の
1
)

今回の都議会議員選挙は、

任期満了 (7月22日）に伴い、

次のとおり行われます。なお、

開 票は 即日 開票 で、 午後 7時

30分から南平体育館（南平 4

の23の 1云 91・15 4 1)で行

います。

▲大切な一票を未来のために
（昨年の衆議院議員選挙より）

投
票
所
入
場
券
は
、

6
月
28
日

山
こ
ろ
ま
で
に
郵
送
で
お
届
け
し

ま
す
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

万
一
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
は
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
の

受
付
係
へ
申
し
出
て
、
入
場
券
の
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日野台地区センター

日野第三小学校

日野第二中学校

日野第二小学校

日野第八小学校

程久保小学校

七生中学校

平山小学校

三沢台小学校

日野第五小学校

日野第六小学校

旭が丘小学校
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入
場
券
は
郵
送
で

投票所一覧表

東京の確かな未来へこの一票／

東京都議会議員選挙
投票は7月68午前7時～午後6時

投
票
で
き
る
方

投
票
す
る
に
は
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
以
前
に
日
野
市
で
投
票

し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
住
所
な

ど
の
異
動
が
な
い
限
り
そ
の
ま
ま

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
新
た
に
日
野
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

は
、
①
昭
和
52
年
7
月
7
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
②
平
成
9
年
3

月
26
日
ま
で
に
日
野
市
に
転
入
届

を
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
日

野
市
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

3
月
27
日
以
降
日
野
市
に
転
入

し
た
方
で
も
、
都
内
の
前
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

た
方
は
、
日
野
市
で
発
行
す
る
選

挙
用
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
ま
た
、

6
月
19
日
困
ま
で
に

市
内
転
居
の
届
け
出
を
し
た
方
は

新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き

ま
す
。

石田430

日野本町 7-7-7

日野本町 2-14-l 

新町 3-24-l 

日野台 4-|7

日野台 2-1

多摩平 4-5-2

東豊田 2-14-l 

三沢200

程久保 l-14-2 

南平 6-7-l 

平山 4-8-6

百草896-I 

多摩平 6-21 

多摩平 3-2l

旭が丘 5-21-I 

南平4-18-I 

高幡402

百草999

程久保650

旭が丘 2-42 

西平山 2-3-l 

神明 3-2

大坂上 4-17-1 

都
内
ま
た
は
市
内

で
転
居
し
た
方

不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
投
票
区
の
区
域
外
で
仕
事
を
す

る
予
定
の
方
②
や
む
を
え
な
い
用

務
や
事
故
の
た
め
市
外
に
滞
在
中

か
旅
行
中
の
方
③
病
気
な
ど
の
た

め
歩
行
が
困
難
な
方

▽
期
間
11
6
月
27
日
⑯

S
7月
5

日
3

▽
時
間
1
1
午
前
8
時
30
分

S
午
後

5
時
※
土
曜
・
日
曜
日
も
同
じ

▽
場
所
1
1
市
役
所
5
階
502
会
議
室

（
案
内
図
参
照
）

▽
持
ち
物
1
1
印
鑑
、
投
票
所
入
場

券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
長
期
不
在
者
は
滞
在
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
ま
た
指
定
病
院

に
入
院
し
て
い
る
方
は
そ
の
病
院

で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

再
発
行
を
受
け
て
か
ら
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

エレ
ペ
ー
タ
ー

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
所
で
の
投
票
が
困
難
な
方

は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
投
票
方
法
を
利
用
す
る

こ
と
の
で
き
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機

能
の
障
害
の
程
度
が
1
級
ま
た
は

2
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ほ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

の
程
度
が
1
級
ま
た
は
3
級
に
該

当
す
る
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第

2
項
症

に
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぽ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項

症
に
該
当
す
る
方

な
お
、
郵
便
投
票
を
行
う
に
は
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
交
付
申
請
書
に
自
署
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
添
え
て
、
投
票
日
の
10

日
前
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
は
代

理
人
で
可
）
。

投
票
日
当
日
、
身
体
に
障
害
が

あ
る
な
ど
の
理
由
で
字
の
書
け
な

い
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
係
員
が
投
票
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
投
票
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投
票

で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
7
月
2
日
困
日
刊

6
紙
（
朝
日
、
読
売
、
毎
日
、
産
経
、

東
京
、
日
本
経
済
）
の
朝
刊
に
折
り

込
み
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
聞
を
購

読
し
て
い
な
い
方
は
、
市
役
所
、

支
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の

各
駅
な
ど
の
公
共
施
設
（
別
表
参

照
）
に
選
挙
公
報
を
備
え
て
お
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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い属[闘

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

[
t
c
h
[勢
・
自
然
環
境
・
自
治
講

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
「
日
野
市
」
目
的
に
開
講
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
の
成
年
の
方

に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
と
な
る
市
内
在
住
の
成
年
の
方
な
ら
ど

▽
定
員
1
1
1
0
0
人
（
先
着
順
）

よ
う
、
百
野
市
市
民
自
治
学
園
」
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
奮
っ

▽
申
込
み
1
1
6
月
16
日
回
s
3
0
日

の
受
講
生
（
第
19
期
生
）
を
募
集
し
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。
回
（
士
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に

ま
す
。
同
学
園
は
、
ま
ち
づ
く
り
を

▽
期
間
1
1
7
月

S
来
年
1
月
の
土
広
毅
課
市
民
相
談
担
当

(
6
8
5
.

共
に
考
え
、
市
民
参
加
に
よ
る
市
曜
日
（
全
15
回）

2
0
0
0
)
へ
※
定
員
に
な
り
次

政
と
、
市
民
自
治
意
識
の
発
展
を

▽
時
間
1
1
午
前
10
時
S
1
1
時
45
分
第
、
締
め
切
り
ま
す

郵
便
に
よ
る
投
票

不在者投票の場所 （市役所5階）

公
報
は
新
聞
折
り
込
み

代
理
投
票
・
点
字
投
票

日野北郵便局

中央公民館

日野駅

日野郷便局

日野新町郵便局

日野台地区センター

西ケ丘地区セ‘ンター

吹上地区センター

多摩平支所

豊田駅

中央図書館

新井地区センター

多摩動物公園駅

程久保地区センター

南平駅

平山城址公園駅

ひらやま児童館

百草園駅

南百草地区センター

市立総合病院

多摩平 3丁目
地区センター

西平山地区センター

南平小学校

七生支所

高幡不動駅

みさわ保育園

あらい保育園

湯沢福祉センタ ー

日野高幡台郵便局

あさひがおか保育園

滝合地区センター

大坂西地区センター

市役所
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F

す
。
こ
の
街
道
を
横
切
っ
た
用
水
を
渡
る
一

夏

⑫
た
め
に
架
け
ら
れ
た
橋
が
金
子
橋
で
し
た
。一

-
9い冒
澤

虞

冒

喜

明
治
22
年
に
書
か
れ
た
「日
野
宿
地
誌
二

;
S
論
｀

～

[

9覧
曇

量

字
て
に
は
次
の
よ
う
に
誓
れ
て
い
ま
す
。
「金

[

賃

讐

頸

小

ね

子

橋

所

在

字

上

宿

上

堰

堀

二

架

シ

、

一

喜
了
員
疇

・
ず

ー
竺
零
謬聾囁

]

畢

墨

＇

字

た

甲

州

街

道

一

属

ス

、

長

八

尺

幅

ロ

:0
冒

贔

大

を

九

尺

構

造

木

造

架

設

年

月

明

治

[

疇
認
響

十
七
年
八
月
架
ケ
替
雑
項
該
橋
ハ
、
[

喜総

～

元
禄
士
―一年
＼
月
日
野
領
日
野
本
郷
指
出
呻

ノ

帳
二
、
（
中
略
）
慶
長
年
間
ヨ
リ
ノ
創
設
二
[

一

金

子

橋

口
市
役
所
通
り
と
甲
州
街
道
が
交
差
し
た
シ
テ
架
設
修
辮
官
費
ヲ
以
テ
ス
、
」
（
「日
11

1

所
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
片
す
み
野
市
史
史
料
集
地
誌
編
j

よ

り

抜

粋

）

一

口
に
、
「
か
ね
こ
ば
し
」
と
書
か
れ
た
橋
の
欄
橋
よ
り
東
側
は
日
野
宿
の
中
で
も
上
宿
〗

丁
干
が
あ
り
ま
す
（
写
真
）
。
石
で
造
ら
れ
た
と
呼
ば
れ
、
「
金
子
橋
」
「
森
町
」
「
横
町
」
か
〗

皿
ー
后
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
が
、
後
ろ
側
に
ら
成
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
名
一

〗
は
「
金
子
橋
此
処
在
金
子
橋
有
志一
同
は
現
在
で
も
自
治
会
名
な
ど
と
し
て
親
し
一

呻
平
成
八
年
七
月
十
二
日
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
れ
て
い
ま
す
。
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古
い
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口
方
か
ら
街
道
の
北
側
を
流
れ
て
き
た
用
水

文
ぇ
•
9
9
9
.

口
は
、
ち
ょ
う
ど
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
あ

〗
た
り
で
流
れ
を
街
道
の
南
側
へ
移
し
ま
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哨
“
表
彰
式

[
表
彰
節
補
沼
の
推
痕
を
[

111

日
野
市
で
は
、
毎
年
11
月
3
日
の
市
制
な
お
、
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
圃

〗
施
行
記
念
日
に
日
野
市
表
彰
条
例
に
よ
る
れ
の
分
野
で
在
職
年
数
な
ど
の
基
準
が
あ
一

〗
市
民
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
一

一

こ

れ

は

、

多

年

に

わ

た

り

地

域

社

会

の

だ

さ

い

。

皿

こ
元
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
や
、
地
域
の
▽
受
付
期
間
1
1
6
月
16
日
回

S
7月
31
日
一

[
生
活
安
定
・
環
境
保
全
・
教
育
振
興
・
文
化
困
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
一

〗
や
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
、
▽
受
付
場
所
1
1
表
彰
区
分
ご
と
に
受
付
窓
[

[
産
業
や
科
学
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
口
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
〗

-
方
‘
他
の
模
範
と
な
る
善
行
の
あ
っ
た
方
合
わ
せ
く
だ
さ
い

111

を
「
市
民
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
す
る
も
▽
提
出
書
類
1
1
推
薦
書
（
担
定
用
紙
が
市
一

役
所
4
階
総
務
部
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
）
皿

:
の
で
す
。

[
あ
な
た
の
周
辺
に
、
市
民
功
労
者
と
し
▽
表
彰
候
補
者
の
決
定
1
1
推
薦
さ
れ
た
表
一

皿
て
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
方
（
表
彰
候
彰
候
補
者
を
「
日
野
市
表
彰
審
査
会
」
で
[

一
補
者
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
こ
審
査
の
う
え
決
定

闘
の
機
会
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
問
合
せ
先
1
1
総
務
部
庶
務
課
6
内
線
432-

J-=＝＝＝-＝-=＝-＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝-＝=＝-＝＝-＝＝＝――――――-l==＝-―-＝-＝＝＝＝＝＝-――-＝＝-=l=-＝-＝-＝＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝＝-＝=＝-=-＝-＝＝＝-＝-＝-＝=＝＝＝＝＝-l-＝＝-=-=-＝＝-=＝-＝―-=＝-=＝＝
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市役所
ィt表電話

云 85-1111

7
月
は
強
調
月
間
で
す

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
は
、
＠
駅
前
広
報
活
動

す
べ
て
の
人
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
市
長
が
実
施
委
員
長
と
な
り
、

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
保
護
司
•
更
正
保
護
婦
人
会
．

B

て
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

B
S
会
員
ほ
か
約
160
人
が
P
R活

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
動
を
行
い
ま
す
。

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

▽
日
時
1
1
7
月
1
日

g午
前
8
時

全
国
的
な
運
動
で
す
。

30
分
S
9時
30
分

老
人
保
健
医
療
（
略
称
マ
ル
ロ
る
と
、
入
院
時
一
部
負
担
金
の
上
毎
年
7
月
は
こ
の
運
動
の
強
調
▽
会
場
1
1
J
R
日
野
駅
・
豊
田
駅
、

ウ
⑱
）
で
入
院
し
た
場
合
、
一
部
負
限
が
1
カ
月
1
万

円

に

月

間

で

、

こ

と

し

の

重

点

目

標

は

京

王

線

高
幡
不
動
駅

・
百
草
園

担
金
と
し
て
1
日
710
円
を
支
払
っ
②
低
所
得
者
の
場
合
「
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
駅
・
南
平
駅
・
平
山
城
址
公
園
駅

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
11
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
り
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
※
ほ
か
に
も
、
関
係
機
関
と
連
携

次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に
で
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
っ
た
少
年
の
更
正
を
支
え
る
」
で
し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
問
題
を

よ
り

一
部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
の
市
民
税
が
非
課
税

•
免
除
さ
れ
す
。
中

心
と
し
た
、
ミ
ニ集
会
・
住
民

す

。

該

当

す

る

方

は

早

め

に

申

請

て

い

る

方

非

行

や

犯

罪

も

社

会

事

情

の

中

集

会

を

行

い

ま

す

し

て

く

だ

さ

い

。

▽

内

容

11
「
入
院
時
一
部
負
担
金
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す

▽
問
合
せ
先
11
南
多
摩
東
保
護
司

①
特
定
疾
病
の
場
合
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
べ
て
の
責
任
が
非
行
・
犯
罪
者
に
会
日
野
分
区
（
宮
本
6
8
3
.
6
1

▽
対
象
11
慢
性
腎
不
全
（
人
口
透
と
、
入
院
し
た
日
か
ら
2
カ
月
は
あ
る
と
は
、
必
ず
し
も
考
え
ら
れ

9
6
)

析
を
実
施
）
ま
た
は
血
友
病
で
入
一
部
負
担
金
が
1
日
300
円
に
減
額
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
更

院

中

の

方

さ

れ

、

そ

れ

以

降

は

無

料

に

正

を

支

え

、

非

行

・

犯

罪

を

防

止

▽
内
容
11
「
老
人
保
健
特
定
疾
病
▽
問
合
せ
先
11
老
人
福
祉
課
6
内
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
こ
理

療
養
費
受
療
証
」
の
交
付
を
受
け
線
234

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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-

市

で

は

、

外

国

人

留

学

生

の

す

る

方

録

証

明

書

④

銀

行

預

金

通

帳

-

一
修
学
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
①
市
内
に
外
国
人
登
録
を
し
て
▽
申
請
方
法
1
1
6
月
18
日
困
一

一
に
よ
り
国
際
親
善
と
恒
久
平
和
居
住
中
②
在
留
資
格
が
留
学

S
2
0
日
面
午
前
8
時
30
分
S
午

＿

一
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
修
③
私
費
留
学
で
大
学
に
在
学
中
後
5
時
（
正
午

S
午
後
1
時
は
一

-

学

援

助

金

を

支

除

く

）

に

市

役

一

；

し

て

い

ま

97年
度

前

期

分

修

学

援

助

金

を

所

4
階
総
務
部

i

こ9
。

こ

近

所

．

外

国

人

留

学

生

に

支

給

庶

務

課

へ

i

-

お

知

り

合

い

の

※

こ

の

日

時

以

一

ぜ

一
外
国
人
留
学
生
の
方
に
、
ひ
▽
援
助
金
額
1
1
1
カ
月
6
千
円
外
は
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
一

‘,
0
 

一
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類
11
①
援
助
金
支
給
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
し

一
▽
対
象
1
1
4
月
S
9月
の
間
に
申
請
書
（
総
務
部
庶
務
課
に
あ
▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課
-

一
継
続
し
て
次
の
す
べ
て
に
該
当
り
）
②
印
鑑
③
外
国
人
登

6
内
線

4

3

2

-

I
`
,
1
り
1
り
｀

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
お
り
で

す。小
俣
雅
義
氏
昭
和
3
9
年
1
月
日

野
市
役
所
入
所
。
生
活
環
境
部
生

活
課
長
、
建
設
部
長
、
議
会
事
務

局
長
、
福
祉
部
長
、
総
務
部
長
な

ど
を
歴
任
。

河
内
久
男
氏
昭
和
36
年
6
月
日

野
町
役
場
入
所
。
都
市
整
備
部
区

画
整
理
第
1
課
長
、
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
長
、
都
市
整
備
部
長

な
ど
を
歴
任
。

I」ヽ俣雅義氏

5可内久男氏

平
成
9
年
第
1
回
日
野
市
議
会

臨
時
会
(
5
月
28
日
）
で
、
助
役
に

小
俣
雅
義
氏

(59
歳
）
、
河
内
久
男

氏
(55
歳
）
の
選
任
が
同
意
さ
れ
、

6
月
4
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
4
年
で
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
す
母
子
・

父
子
家
庭
等
の
保
護
者
と
児
童
に

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
(
R
医

療
証
）
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

⑲
医
療
証
は
、
診
療
の
際
に
健

康
保
険
証
と
一
緒
に
病
院
等
の
窓

ロ
に
提
出
す
る
と
、
保
険
診
療
の

自
己
負
担
分
が
無
料
に
な
る
も
の

で
す
。
該
当
す
る
方
で
ま
だ
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
市
役
所

2
階
児
童
福
祉
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
11
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子
・
父

子
家
庭
（
こ
れ
に
準
ず
る
家
庭
を

含
む
）
②
昭
和
54
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
児
童
は
20
歳
末
満
）
の
児
童
を

扶
養
③
健
康
保
険
に
加
入
中

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

⑤
児
童
を
里
親
に
委
託
し
た
り
児

童
福
祉
施
設
等
に
入
れ
て
い
な
い

6
月
4
日

付

で

新
助
役
が
就
任

365.8万円 187.6万円

⑲医療証所得制限額表

⑥
東
京
都
心
身
障
害
者
医
療
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
⑦
平
成
7

年
中
の
所
得
が
一
定
以
下

所
得
制
限
・
申
請
書
類
等
、
詳

し
く
は
児
童
襦
祉
課
(
6
内
線
245)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

R
医
療
証
の
申
請
を

ひ
と
り
親
家
庭
に
医
療
費
を
助
成

※平成 8年中の所得で判定。

395.8万円 217.6万円

425.8万円 247.6万円

455.8万円 277.6万円

②
乳
幼
児
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た

健
康
保
険
証
③
厚
生
・
共
済
年

▽
16日
11
日
野
法
人
会
日
野
地
区

通
常
総
会
（
陽
光
会
館
）
に
蕊
向

▽
17日
11
日
野
市
教
育
委
員
会
委

員
中
田
俊
子
さ
ん
お
別
れ
会
（
八

王
子
市
内
）
に
挨
拶
▽

18
日
11
日

野
市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

（
南
平
体
育
館
）
ほ
か
に
挨
拶
▽

19日
11
日
野
市
租
税
教
育
推
進
協

議
会
定
例
会
議
（
日
野
税
務
署
）

に
出
席
、
日
野
市
観
光
協
会
定
期

乳
幼
児
医
療
証
の
申
請
を

3
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
医
療
費
を
助
成

乳
幼
児
医
療
証
は
、
保
健
診
療

分
の
医
療
費
が
無
料
に
な
る
も
の

で、

3
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象

と
し
、

3
歳
に
達
し
た
月
の
末
日

ま
で
使
え
ま
す

(
1
日
生
ま
れ
の

乳
幼
児
は
前
月
末
日
ま
で
）
。

た
だ
し
、
1
歳
・

2
歳
児
の
医

療
証
発
行
に
は
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
（
別
表
参
照
）
。
所
得
が
制

限
以
下
で
ま
だ
乳
幼
児
医
療
証
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑

乳幼児医療証所得制限額

335.8万円 157.6万円

； 

東
京
都
で
は
、

65
歳
S69歳
で

一
定
の
所
得
制
限
以
下
な
ど
の
条

件
を
満
た
し
た
方
に
、
医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
（
略
称
マ
ル
フ

ク
⑱
医
療
証
）
。
助
成
額
は
、
健
康

保
険
で
認
め
ら
れ
た
医
療
費
か
ら

一
部
負
担
金
（
入
院
外
…
各
月
の

最
初
の
診
療
日
に
千
20
円
／
入
院

…
1
日
に
つ
き
710
円
）
を
差
し
引

い
た
額
で
す
。

⑥
翁
医
療
証
を
受
け
て
い
る
方
へ

①
7
月
1
日

g
の
更
新
以
降
も
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
新

し
い
医
療
証
を
6
月
中
に
郵
送
し

ま
す
。
6
月
末
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

胃
ぃ
医
療
証
は
7
月
に
な
っ
て

か
ら
、
老
人
福
祉
課
か
七
生
・
多

摩
平
両
支
所
へ
返
却
く
だ
さ
い

＠
岩
人
旦
辺
國
函

入

院

時

一

部

負

担

金

を

減

額

③
平
成
8
年
中
の
所
得
が
、
所
得

制
限
額
を
超
え
る
な
ど
の
理
由
で

7
月
1
日

g
以
降
に
⑱
医
療
証
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
に
は
、

「
老
人
医
療
費
助
成
制
度
助
成
事

由
消
滅
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

「
消
滅
通
知
書
」
が
届
い
た
方
で

入
院
や
通
院
中
の
方
は
、
医
療
機

関
に
⑱
医
療
証
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
老
人
福
祉
課
6
内

線

234

※平成 7年中の所得で判定c

※障害者控除・寡婦控除・医療贄控除・老人
扶養等がある場合は、それぞれの相当額を
上表に加算します。

総
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶
▽

22
日
11
全
国
市
長
会
関
東
支
部
総

会
（
宇
都
宮
市
）
に
出
席
▽
23
日

11
東
京
河
川
改
修
促
進
連
盟
総

会

・
促
進
大
会
（
八
王
子
市
民
会

館
）
ほ
か
に
出
席
▽
2
4
日
11
公
民

館
ま
つ
り
（
中
央
公
民
館
）
、
憲
法

記
念
旦
汀
事
（
庁
内
会
議
室
）
、
東

京
南
農
業
協
同
組
合
通
常
総
代
会

（
市
民
会
館
）
ほ
か
に
挨
拶
▽

26

ナ
、
こ

日
11
日
野
警
察
署
柔
剣
道
榔
古
総

見
（
同
警
察
署
）
ほ
か
に
挨
拶
、

東
京
都
市
長
会
議
、
多
摩
地
域
f

J

み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
会
議

（
東
京
自
治
会
館
）
ほ
か
に
出
席

▽
27日
11
卸
日
野
市
企
業
公
社
株

主
総
会
（
庁
議
室
）
に
出
席
▽
28

日
11
平
成
9
年
第
1
回
日
野
市
議

会
臨
時
会
に
出
席
▽
29
日
11
日
野

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
親
善
大
会
（
浅
川
ス
ポ
ー
ツ

広
場
）
、
日
野
市
商
工
会
通
常
総
代

会
（
同
会
館
）
ほ
か
に
挨
拶
、
東

京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議

会
通
常
総
会
（
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

30
日
11
三
鷹

S
立
川
間

立
体
化
複
々
線
促
進
協
議
会
・
多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建
設
促
進

協
議
会
合
同
総
会
（
立
川
市
内
）

に
出
席
、
日
野
青
色
申
告
会
通
常

総
会
（
東
京
南
農
業
協
同
組
合
七

生
支
店
）
に
挨
拶
▽

31
日
11
東
京

多
摩
菊
花
連
盟
定
期
総
会
（
高
幡

不
動
尊
）
ほ
か
に
挨
拶

金
加
入
者
は
年
金
加
入
証
明
書

（
公
務
員
の
方
を
除
く
）
④
平

成
8
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
6
内

線

245
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一

梅

雨

本

番

、

が

け

崩

れ

へ

の

一

安
全
対
策
、
再
点
検
を
一

＂ ．
．

 

一
梅
雨
の
時
期
は
長
雨
や
集
中
な
お
、
住
宅
金
融
公
庫
で
一

一
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が
け
・
は
、
が
け
崩
れ
防
止
等
で
勧
告
一

了
う
壁
等
が
崩
れ
、
人
命
・
財
や
改
善
命
令
を
受
け
て
い
る
方
一

一
産
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
に
、
工
事
資
金
を
融
資
し
て
い
一

II □

日

ご

ろ

か

ら

家

の

周

り

を

確

か

ま

す

。

“

一
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留
め
▽
問
合
せ
先
11
が
け
・
よ
う
壁
一

＂ 一
を
補
弾
し
、
雨
の
排
水
を
よ
く
…
東
京
都
多
摩
西
部
建
築
指
導
i

＂ 

呻
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
に
心
掛
事
務
所
開
発
指
導
課
(
6
2
5
.
U
M
I

Ill ご
り
ま
し
ょ
う
。
関
係
機
関
か
ら

5
1
9
5
)
／
工
事
資
金
の
融
一IN 

皿
注
意
を
受
け
て
い
る
方
は
、
宅

資

：
住
宅
金
融
公
庫
東
京
支
店

[

「
地
の
保
全
措
置
を
取
っ
て
く
だ
個
人
住
宅
課

(
6
0
3
.
5
2
6
-

1
.
5
9
1
5
-

呻
さ
い
。

．
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,
如

円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一

＂ 

給

▽
申
請
期
限
1
1
9
月
⑩
日

g

-

＂ 

支

こ
鴫
ー

一

の

低

族

塁

の

他

の

符

号

の

国

債

で

償

一

を
還
を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
一

債
国
債
の
償
還
終
了
時
に
請
求
申
一

一
等
ハ
父
遺

ヽ

者

一

生

妻

国

請

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

氣
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
一

＂ 

別
弔
慰
金

一

戦

一

ま

だ

申

請
し
て
い

な

い

方

戦

没

者

等

の
遺
族
の
方
（
戦
一

II 一
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
没
者
死
亡
時
に
3
親
等
以
内
の
一I

 ＂ 

親
族
）
の
う
ち
9
5
年
4
月
1
日
一

了
0

い。

＂ ご
巌
没
者
等
の
妻
・
戦
没
者
の
現
在
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
一

“
 

一
父
母
等
に
特
別
給
付
金
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
遺
族
が
i

一
戦
没
者
等
の
妻
に
特
別
給
付
い
な
い
方
に
、
特
別
弔
慰
金
第
，

＂ 

一
金
第
10
回
ぬ
号
（
国
債
・
額
面
1
2
0
6
回
い
号
（
国
債
・
額
面
40
万
i呻

[
万
円
）
・
第
1
7
回
ろ
号
（
同
180
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

亡
円
）
を
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
▽
申
請
期
限
11
来
年
3
月
31
日
一

”
 

圧

．
 

一
特
別
給
付
金
第
9
回
る
号
（
同
因

勾
万
円
）
・
第
14
回
と
号
（
同
75

以
上
▽
請
求
先
11
市
役
所
2

-＂ 

＂ 「
万
円
）
•
第
1
6
回
ろ
号
（
同

9
0万
階
社
会
憚
祉
課6
内
線
2
2
3
-
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(3) 
1997年（平成9年）6月15日てq、第921号

市立総合病院 云81-2677 臨時職員（看護婦、助産婦）募集中
※詳細は、お問い合わせを

個別予防接種実施医療機関一覧表

81-33531 0 

。
010 

゜91-2001 I o 
。。。゚84-1313 I 0 

゜゜゚81-0477 I O 010 

゜゚86-1061 

゜゚91-4621 I 0 

゜
010 

゜91-52161 0 

。゚ ゜゜81-22041 0 010 

。゚81-0433 I 0 01010 

゜s1-04141 o Io 

゜゚ ゜83-10301 0 010 

゜゚多摩平 1-3-5ダイカンプラザIF I 85-2591 I 0 

゜゚゜

▽
対
象
1
1
1
歳

S
7歳
6
カ
月
未

〈麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん
〉

予
防
接
種

三
種
混
合
・
麻
し
ん
（
は
し

か
）
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎

三
種
混
合

・
麻
し
ん
（
は
し

か
）
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ま
だ
、
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
お

子
さ
ん
は
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

〈
三
種
混
合
〉

▽
対
象
1
1
第
1
期
初
回
接
種
…
生

後
3
カ
月

S
7
歳

6
カ
月
未
満

（
接
種
当
日
）
で
、
初
回
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
／
第

1
期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
1
年
以
上
経
過
し
、

7
歳
6
カ

月
末
満
（
接
種
当
日
）
で
、
追
加

接
種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
第
1
期
初
回
接
種

…
3
週
S
8週
の
間
隔
で
3
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
・
・
・
初
回
接

種
終
了
後
1
年
S
1
年
6
カ
月
の

間
に
1
回
接
種

満
（
接
種
当
日
）
の
お
子
さ
ん

〈日
本
脳
炎
〉

81-01581 0 01010 

。

器
厚
園
國
嘱

▽
対
象
1
1
第
1
期
初
回
接
種
…
3

歳

S
7歳
6
カ
月
末
満
（
接
種
当

日
）
で
、
初
回
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
お
子
さ
ん
／
第
1
期
追
加

接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
約
1
年

経
過
し
、
追
加
接
種
を
受
け
て
い

な
い
7
歳

6
カ
月
未
満
（
接
種

当
日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
第
1
期
初
回
接
種

…
1
週
S

4
週
の
間
隔
で
2
回
接

種
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接

種
終
了
後
約
1
年
経
過
後
に
1
回

接
種以

上
い
ず
れ
も
▽
実
施
期
間
1
1

1
年
中

▽
実
施
場
所
1
1
別
表
の
医
療
機
関

▽
受
付
時
間
1
1
事
前
に
各
医
療
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
注
意
1
1
①
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
、

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
必
ず
お
読
み
の
う
え
、
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
読
み
い
た

だ
い
て
い
な
い
場
合
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
、
七

94-3688 I 0 010 

゜゜81-2677 I 0 01010 

゜85-|7311 0 010 

゜゚93-7888 I 0 010 

゜゚84-6002 I 0 

゜
010 

゜91-2852 I 0 

。゜゚。84-61161 0 

。゚ ゜゚81-2525 I 0 

。゚ 。。

生
・
多
摩
平
両
支
所
と
市
役
所
1

階
市
民
相
談
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
予
診
票
は
各
医
療
機
関
に
置
い

て
あ
り
ま
す
③
検
温
は
各
医
療
機

関
で
行
い
ま
す
④
そ
の
他
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ポ
リ
オ
（
小
児

ま
ひ
）
予
防
接
種

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
の
予
防

接
種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
時
間
1
1
午
後
2
時
S
2
時
45
分

▽
対
象
1
1
生
後
3
カ
月
S
7歳
6

カ
月
末
満
（
接
種
当
日
）
で
過
去

2
回
接
種
し
て
い
な
い
方

▽
接
種
方
法
1
1
生
後
3
カ
月
S
7

歳
6
カ
月
の
間
に
6
週
間
以
上
の

間
隔
を
空
け
て
2
回
飲
む

竺
注
意
1
1
①
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
、
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
必
ず
お
読
み
の
う
え
、
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
読
み
い
た

だ
い
て
い
な
い
場
合
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
、
七

生
・
多
摩
平
両
支
所
と
市
役
所
1

階
市
民
相
談
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
検
温
は
接
種
会
場
で
行
い
ま
す

③
2
日
間
設
定
し
て
あ
る
会
場
の

1
日
目
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
な
る
べ
く
2
日
目
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
④
車
で
の
来
場
は
こ
遠

慮
く
だ
さ
い

86-7725 

゜゚゜8l-6|751 0 | 0 

91-360010 

゜93-1661 010 

84-2877 I 0 

。010 

010 

010 

91-13121 o Io Io 

゜

。゚

゜
゜
゜

゜s1-oso4J o Io Io 

84-5633 I 0 

市
内
の
農
業
協
同
組
合
の
協
力

で
、
農
産
物
即
売
会
「
土
曜
市
」

新

゜゚
゜
゜

゜
。

市
営
火
葬
場
は
火
葬
炉
等
の
設

備
修
繕
の
た
め
、
次
の
期
間
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▽
休
止
期
間
1
1
6
月
21
日
3
S
2
5

日
因

※
休
止
期
間
中
は
南
多
摩
斎
場

（
町
田
市
上
小
山
田
町
2
1
4
7

6
0
4
2
7
.
9
7
.
7
6
4
1
)
 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
健
康
課

(
6
8
1
.

4
1
1
1
}
 

｀

＇

り

』
．
~り

り

り

』
＂
日
ー
，
＇
り
』
『

市
営
火
葬
場
が
休
止
し
ま
す

|
2
1日
か
ら
25
日
ま
で
1

離

乳

食

教

室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
つ
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
こ

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
7
月
8
日
因
午
前
10
時

S11
時
30
分

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象

11
生
後
4
S
5
カ
月
児

（
こ
と
し
2
月
1
日
S
3月
31
日

生
ま
れ
）
と
親

▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

犬
の
登
録
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
で
、
犬
の

登
録
及
ぴ
平
成
9
年
度
狂
犬
病
予

防
注
射
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

6
月
30
日
回
ま
で
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

が
開
か
れ
ま
す
。
地
元
で
生
産
さ

れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
安
く
提
供
し

ま
す
。ぜ

ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
6
月
28
日

g①

多
摩
平
第
七
公
園
…
午
前
10
時
か

ら
と
午
後
1
時
か
ら
／
②
東
京
南

農
協
七
生
支
店
…
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
3
時
か
ら

▽
問
合
せ
先
11東
京
南
農
協
日
野

支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)
／
同
七

生
支
店

(
6
9
1
.
2
0
1
2
)
／
市

産
業
振
興
課
6
内
線
205

魯
埠
窃
ぷ

5
月

25
日
の
「
緑
の
バ
ザ
ー
」

で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
収
益
金
は
、

緑
の
牧
場
学
園
の
子
供
た
ち
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
知
的
障
害
者
更
生
施
設

緑
の
牧
場
学
園
後
援
会
）

ポリオ予防接種日程表

生活・保健センター

生活・保健センター

高幡福祉センター

ひの社会教育センター

平山地区センター

ひの社会教育センター

高幡福祉センター

.... ＿ 

ころ ノ

「あの頃のうた」

9月ll日木
午後 7時～
s席 4,500円
A席 3,500円
B席 2,500円

ーク・ンヨ
(±)午後2時～

席2,500円、A庸2,000円

人形劇団ひとみ座

ゲゲゲの鬼太郎
9月5日（金
午後 6時30分～ 、

6日(±)'
午後 1時30分～

ャ．」瀑9

一般 1,800円、小学生以下 1,500円
---------------------------------------------
～鬼太郎・ねこ娘を作ろう～

からくり人形工作教室
8月20日（水午前9時～正午
賣用：鬼太郎 1,890円、ねこ嬢 1,575円
定員：先着30人※申し込みを

17 

因

18 

（ボ
19
困

20
面

21
出

泌

尿

器

科

内

科

4ヽ

児

科

眼

科

（
午
後
・
夜
）
外
科

（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

内

科

内

科
内

科

内

科
内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

野田医院（外波・内科）
豊田 3-27-8 ftSl -0435 

内
・
外
科

外

科

23
囲

24
肉

25
困

26
困

27
圏

28
出

耳

鼻

咽

喉

科

内

科

内

科

内

科

外

科

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（
午
前
）
児
・
外
科

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外

科

内
・
外
科

橿岡医院（児・内科）

南平 8-10-27 ff9l -3600 
n 

隋平駅

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急患テレホンセンター

（日野消防署 合81-0119)へ問い合わせを。

小笹医院（内・児科）
多摩平6-36-10 ftBl-2204 

午後 7時30分-10時30分

内科・小児科

日野本町 1-7-2生店 ・1呆億センター分室

ff84-1661 

6月15日（日）・22日（日）・29日（日）

午前 10時 _午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）

↓

r

斗

夕

禾

'

八王子市平岡町 18-3八王子市イ呆億セ ンタ ー
ff0426-25-9128 

多摩市閣戸 4-19-5多摩市立億康セ ンター
ft0423-76-91 I I 

田医院（内科）

隋 !!91-2以8
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て°‘
1997年 （平成9年）6月15日

第921号

心唸呼潔袋象娑硲唸翠玲緑ぶ
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1997年 （平成9年）6月15日
第921号
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市役所
ft表電話

云 85-1111 市役所
ィt表 電話

云 85-1111

~
市
長
の
諮
問
に
韮
つ
き
、
日
野
市
廃
棄
物
減
凧
等
推
進
審
議
会

i

~
（
中
村
雅
人
会
長
）
よ
り
、
2
月
2
8口
に

[
ご
み
減地
に
関
す
る

i

エ
供
給
者
側
と
消
費
者
側
の
問
題
点
に
つ
い
て

」
の
答
申
が
あ
り
ま
~

：
し
た
。
本
紙
今
号
で
は
、

4
月
1
5
日
号
に
引
き
続
き
、
そ
の
全
文

i

：
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
答
申
の
紹
介
は
今
回
で
終
了
し
ま

~

（ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課
）

i

~
す
。

．．
 

②
対
策

対
策
と
し
て
は
事
業
者
側
、

消
費
者
側
で
述
べ
た
対
策
の
実
現

の
た
め
の
行
政
施
策
を
謡
じ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
重
ね
て

述
べ
る
。

①
こ
み
の
発
生

・
排
出
の
抑
制

こ
み
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

に
は
、
現
状
の
危
機
的
な
状
況
を

共
通
認
識
に
し
、

具
体
的
な
施
策

を
示
し
、
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
｀
次
の
こ
と
が
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ィ
．
製
造
者
、
販
売
者
の
責
任
を

明
確
に
し
、
ト
レ
ー

・
ペ
ッ
ト
ポ

ト
ル
・
飲
料
パ
ッ
ク
の
販
売
店
で

の
自
主
的
な
回
収
を
義
務
つ
け
る

条
例
の
制
定

ロ
．
従
灌
チ
ャ

ー
ジ
制
の
導
人

ハ
．
ご
み
非
常
事
態
宣
言
の
表
明

二
．こ
み
減
箪
協
力
店
等
の
P
R

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
市
民

に
配
布
す
る

ホ
．事
業
所
に
対
す
る
助
言
、
詣

芍
こ
み
の
発
生

・
排
出
抑
制
、
分

別
、
保
管
、
再
生
方
法
な
ど
の
徹

底
指
導
を
行
う
。

へ
．啓
発
活
動

広
報
、
見
学
会
、
く
ら
し
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ア
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

行
政
側
の

問
題
点
と
対
策

①
問
題
点
と
基
本
的
考
え
方

①
現
行
の
収
集
方
法
の
現
状
と
問

題
点日

野
市
に
お
け
る
ご
み
収
集

は
、
長
い
間
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス

（
可
燃
こ
み
）
と
オ
レ
ン
ジ
ボ
ッ

ク
ス
（
不
燃
ご
み
）
に
よ
る
収
集

方
式
で
市
民
に
定
若
し
て
き
た
。

こ
れ
は
従
来
行
わ
れ
て
い
た
ポ
リ

バ
ケ
ツ
方
式
に
比
べ
、
便
利
で
衛

生
的
で
あ
る
等
の
理
由
で
、
ご
み

を
容
易
に
処
理
し
て
き
た
実
績
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
ボ
ッ
ク
ス
の
中
身
は

可
燃
こ
み
、
不
燃
こ
み
の
二
分
別

す
ら
充
分
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
オ
レ
ン
ジ
ボ

ッ
ク
ス
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
ぴ
ん
、
缶
を
は
じ
め
ト
レ
ー

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
が
無
造
作
に

捨
て
ら
れ
て
い
る

c

グ
リ
ー
ン
ポ

ッ
ク
ス
の
中
に
も
古
新
問
の
束
や

段
ボ
ー
ル
箱
も
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
み
の
減

量
は
お
ろ
か
、
資
源
の
分
別
回
収

の
徹
底
を
図
る
こ
と
は
困
難
と
思

わ
れ
る
。

②
基
本
的
考
え
方

大
量
生
産

・
人
は
消
費

・
大
量

廃
棄
か
ら
の
脱
却
を
求
め
、
循
環

型
社
会
の
形
成
に
よ
っ
て
根
本
的

な
解
決
を
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
問

題
点
に
つ
い
て
は
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
市
民
や
事
業

者
の
参
加
な
く
し
て
課
題
の
解
決

は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

情
報
を
公
開
し
、
こ
み
の
現
状
を

知
ら
せ
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
減
溢

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
共
通

に
認
識
し
、
共
通
の
課
類
と
し
て

解
決
の
道
筋
を
立
て
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

目
標
は
資
源
の
有
効
利
用
を
徹

底
し
た
循
菜
咽
社
会
を
形
成
し
、

こ
み
ゼ
ロ
社
会
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
環
境
の
保
全
を
は
か
る
こ

と
で
あ
る
。

4
 笞巾

•••S 

‘ 

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
細

菌
に
よ
る
食
中
毒
が
最
も
起
こ
り

や
す
い
時
期
で
す
。
食
中
毒
は
簡

単
な
予
防
方
法
を
き
ち
ん
と
守
れ

ば
防
げ
ま
す
。
次
の
6
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
食
事

作
り
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
墨
忠
都
衛
生
局
／
東
京
都
南
多

摩
保
偉
所
／
日
野
市
儘
康
課
）

二＿一-
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．-―
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r

-—-
l・
・
ニ
＿――
-
·
l
—
-
―
二
＿

家庭での予防対策をお忘れなく

▲市民のリサイクル活動の場、回転市場

●
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品

は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷

蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う

●
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
過
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
め
や
す
は

7
割
程
度
で
す

●
冷
蔵
庫
は
1
0
度
以
下
、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ
ス
1
5
度
以
下
に
維
持
す

る
こ
と
が
め
や
す
で
す
。
細
凶
の

多
く
は
、
1
0
度
で
は
増
殖
が
ゆ
っ

く
り
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
1
5
度
で

は
増
殖
が
停
止
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
細
菌
が
死
ぬ
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
め
に
使
い
切
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

●
肉
や
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中
の

他
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ニさ
．`―-―ニニ――

♦
肉
や
魚
な
ど
の
汁
が、
果
物
や

サ
ラ
ダ
な
ど
生
で
食
べ
る
物
や
調

理
の
済
ん
だ
食
品
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗

わ
ず
に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板
で
、

果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食

品
や
調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を
切

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
て

か
ら
熱
湯
を
か
け
た
の
ち
使
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

包
丁
や
ま
な
板

は
、
肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
を
別
々

に
そ
ろ
え
て
、
使
い
分
け
る
と
さ

ら
に
安
全
で
す

●
ラ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ

ト
野
菜
も
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う

♦
冷
凍
食
品
な
ど
を
調
理
台
に
放

隧
し
た
ま
ま
解
凍
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
え
室
温
で
解
凍
す
る
と
、

食
中
毒
菌
が
増
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
解
凍
は
冷
蔵
庫
の
中
や
電

子
レ
ン
ジ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
水
を
使
っ
て
解
凍
す
る
場
合

に
は
、
気
密
性
の
容
器
に
人
れ
、

流
水
を
使
い
ま
す

♦
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、

解
凍
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
し

ま
し
ょ
う
。
解
凍
し
た
食
品
を
や

っ
ぱ
り
使
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
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み
減
量
に
関
す
る
供
給
者
側
と

消
費
者
側
の
問
題
点
に
つ

ら
え
啓
発
を
す
る
。

②
ご
み
の
滅
謎

ィ
．
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
づ

く
り現

在
の
「
回
転
市
場
」と
併
せ
、

空
き
教
室
の
利
用
等
に
よ
り
、
少

な
く
と
も
当
面
北
部
地
域
、
南
部

地
域
に
そ
れ
そ
れ
2
カ
所
す
つ
設

置
す
る
な
ど
、
活
動
を
広
げ
る
た

め
に
左
記
の
囚
容
を
備
え
た
「
エ

コ
プ
ラ
ザ
」
（仮
称
）
を
つ
く
る
。

い
情
報
交
換
と
教
育

・
相
互
啓

発同
資
源
物
回
収

い
中
古
品
と
再
生
品
の
販
売

口
修
理
工
房

い
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
理
教
室
そ

の
他
イ
ベ
ン
註
吟
即
催

臼
生
こ
み
の
堆
肥
化
、
廃
植
物

油
の
活
用

口
地
域
の
市
民
に
運
営
を
任

せ
、
行
政
は
施
設
の
維
持
管
理

の
援
助
を
す
る

い
民
間
業
者
、
人
的
パ
ワ
ー
の

猿
極
的
活
用
を
は
か
る

5
よ
り
広
範
な
市
民
の
た
め
に

土
曜

・
日
曜
日
も
開
館
す
る

ロ
．
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

リ
ュ
ー
ス
を
す
す
め
る
場
と
し

て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す

る
。
お
も
ち
ゃ
、
家
屯
製
品
等
の

修
理
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
す
る
。

ハ
．修
理
店
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
と
活
用

修
理
店
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
ど
こ
へ
行
け
ば
何
が
修
理
し

て
も
ら
え
る
か
を
常
に
市
民
に
知

ら
せ
て
お
く
。

③
資
源
物
回
収
の
推
進
と
ご
み
の

収
集

現
行
の
資
源
物
回
収
方
法
は
、

意
識
の
あ
る
市
民
の
取
り
組
み
に

限
ら
れ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
へ
の
取
り
組
み
に
顕
著
な
貢
献

を
し
た
団
体
を
表
彰
し
た
り
、
活

動
内
容
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
公

表
す
る
な
ど
、
資
源
物
回
収
へ
の

取
り
組
み
に
全
市
民
が
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
く
と
同
時
に
、
次

の
諸
施
策
を
講
じ
る
。

ィ
．
基
本
計
画
に
そ
っ
て
、
モ
デ

ル
地
域
（
一
般
世
帯
と
単
身
者
集

合
住
宅
）
で
比
較
実
験
を
し
、
回

収
率
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
ボ

ッ
ク
ス
廃
止
へ
進
む
。

り
オ
レ
ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
を
撤
去

し
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
存

続
し
な
が
ら

◎
グ
リ
ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
脇
で
資

源
物
を
毎
週
回
収

◎
可
燃
こ
み
は
週
2
回

◎
不
燃
こ
み
は
週
1
回

回
オ
レ
ン
ジ
と
グ
リ
ー
ン
両
方

の
ボ
ッ
ク
ス
を
撤
去
し
て

◎
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
て
い

た
場
所
に
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
四
し
、
資
源
物
を
毎
週
回

収
す
る
。
び
ん
、
缶
、
回
収
容

器
は
常
設
と
す
る

◎
可
燃
f

」
み
（
袋
収
集
）
は
週

2
回

◎
不
燃
こ
み
（
袋
収
集
）
は
週

1
回

ロ
．生
ご
み
の
堆
肥
化
、
廃
植
物

油
の
活
用
促
進

い
堆
肥
化
容
器
購
入
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
コ
ン
ポ
ス

ト
以
外
の
機
種
に
も
助
成
を
広

げ
、
庭
が
な
く
て
も
参
加
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
作
る

回
完
成
堆
肥
を
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
る

い
堆
肥
化
容
器
が
設
置
で
き
な

い
世
帯
の
生
こ
み
を
農
家
や
地

主
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
シ
ス

テ
ム
を
作
る

⇔
廃
油
を
出
さ
な
い
主
夫
を
す

る固
出
て
く
る
廃
油
を
活
用
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
る

ハ
．販
売
店
の
責
務
を
明
確
に

し
、
販
先
店
の
拠
点
回
収
を
義
務

づ
け
る
。

◎
「
発
泡
ト
レ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
飲
料
パ
ッ
ク
」
の
容
器

を
常
設
す
る

◎
独
自
の
回
収
ル
ー
ト
が
な
い

小
売
店
に
対
し
て
は
、
容
器
設

置
と
回
収
（
毎
週
）
の
援
助
を

す
る

二
．
回
収
業
者
へ
の
援
助

◆
食
卓
に
付
く
前
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う

●
調
理
を
始
め
る
前
に
も
う

一

度
、
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

●
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
め
や
す

は
、
中
心
部
の
温
度
が
75
度
で
1

分
間
以
上
で
す

●
料
理
を
途
中
で
や
め
て
そ
の
ま

ま
室
温
で
放
置
す
る
と
、
細
菌
が

食
品
に
付
い
た
り
、
増
え
た
り
し

ま
叱
途
中
で
や
め
る
よ
う
な
時

は
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

再
び
調
理
す
る
時
は
、

十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う

●
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、

軍
子
レ
ン
ジ
用
の
容
器
ふ
た
を

使
い
、
調
理
時
間
に
気
を
付
け
、

熱
の
伝
わ
り
に
く
い
物
は
、
時
々

か
き
混
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
す

以
上
、
供
給
者
側
、
消
野
者
側、

行
政
側
か
ら
の
各
問
題
点
と
対
策

に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
中
に
は

中
長
期
的
な
戦
術
戦
略
を
も
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
多
い
。
し
か
し
、
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
訳
に
い
か
ず
、
直
ち

に
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
あ
る
。

ご
み
の
大
幅
減
足
の
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
で
き
る
こ

と
、
事
業
者
が
や
る
べ
き
こ
と
、

行
政
が
や
る
こ
と
、
が
あ
る
c

そ

れ
ぞ
れ
の
担
う
べ
き
こ
と
は
、
他

の
も
の
で
は
取
っ
て
代
わ
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
、

自
己
の
費
務
と
し
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
な
し
に
は
実
現
し
な
い
。

各
自
の
責
務
の
自
覚
と
実
行

は
、
単
に
自
主
性
に
待
つ
だ
け
で

な
く
、
問
題
に
よ
っ
て
は
、
時
に

は
ル
ー
ル
を
変
更
し
て
、
早
急
に

か
つ

一
斉
に
推
進
を
は
か
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日
野

市
に
お
け
る
当
面
の
対
応
を
提
起

す
る
。

①
ポ
ッ
ク
ス
収
集
の
廃
止

ポ
ッ
ク
ス
収
集
を
廃
止
す
る
こ

と
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

①
市
民
が
こ
み
を
最
も
意
識
す
る

の
は
収
集
日
に
家
中
の
こ
み
を
袋

に
詰
め
て
収
集
場
所
に
出
す
と
き

で
あ
る
。
こ
の

一
瞬
の
あ
り
方
は
、

市
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
絶
好

の
機
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ

で
も
投
入
で
き
る
ボ
ッ
ク
ス
が
近

く
に
あ
り
、
た
ま
る
と
市
民
が
何
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制
を
組
ん
で
や

っ
て
み
て
は
ど
う
選
任
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
る
こ
と
も
、
並
行
し
て
進
め
る
。
②
再
生
品
は
す
べ
て
購
入
さ
れ
る

だ

ろ

う

か

。

が

で

き

る

の

か

を

協

議

し

、

決

定

②

エ
コ
プ
ラ
ザ
構
想

よ
う
に
す
る

人
員
増
、
予
算
増
も
重
要
な
課
さ
れ
た
方
針
を
推
進
す
る
。
次
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
た
エ
③
再
生
品
に
つ
い
て
の
宣
伝
、
情

題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
二
．ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
コ
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
部
提
供
を
す
る

ロ
．
廃
棄
物
減
品
等
推
進
員
の
育
行
政
は
施
策
推
進
の
担
い
手
と
こ
と
。

④
資
源
物
価
格
の
暴
落
を
引
き
起

成

と

活

用

な

る

多

く

の

団

体

（自
治

会

、

商

現

在

の

「回
転
市
場
」と
併
せ
、
こ
さ
な
い
よ
う
協
力
し
、
や
む
を

印
推
進
員
の
役
割
と
地
域
に
お
下
会
、
青
年
会
議
所
、
業
者
団
体
、
空
き
教
室
の
利
用
等
に
よ
り
、
少
得
な
い
場
合
に
は
資
金
的
な
援
助

◎
市
内
で
回
収
さ
れ
た
資
源

物

け

る

位

暉
つ
け
を
明
確
に
す
る
農
業
者
団
体
、
消
費
者
団
体
、
リ
な
く
と
も
当
面
北
部
地
域
、
南
部
も
検
酎
す
る

の
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
、
再
回
推
進
員
の
人
数
は
地
域
の
実
サ
イ
ク
ル
運
動
団
体
、
環
境
運
動
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
2
カ
所
ず
つ
設

⑤
従
量
チ
ャ
ー
ジ
制
の
導
入

生
品
は
す
べ
て
購
入
さ
れ
る
よ
情
に
合
わ
せ
て
増
や
し
、
地
域
団
体
）
や
市
民
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
置
す
る
な
ど
、
市
民
が
こ
み
の
現
一
般
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
も
、

う

に

す

る

で

の

活

動

が

ス

ム

ー

ズ

に

な

る

し

、

相

互

交

流

・
相
且
啓
発
に
よ
状
認
識
を
し
、
活
動
を
広
げ
る
た

f
J

み
の
排
出
星
に
応
じ
て
排
出
者

◎
再
生
品
に
つ
い
て
の
宣
伝
、

よ

う

、

条
件
整
備
を
す
る
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
風
土
づ
く
り
を
め
に
左
記
の
内
容
を
備
え
た
「
エ
に

一
定
の
負
担
を
負
わ
せ
る
従
黛

情

報

提

供

を

す

る

い

地

域

や

団

体

の

学

習

活

動

に

す

す

め

る

。

コ

プ

ラ

ザ

」

（

仮

称

）

を

つ

く

る

。

チ

ャ

ー
ジ
制
の
導
入
を
積
極
的
に

④

施

策

の

推

進

体

制

民

間

講

師

と

し

て

活

用

で

き

る

⑤

関

係

者

へ

の

働

き

か

け

①

情

輻

交

換

と

教

育

・

相

互

啓

発

検

討

す

べ

き

で

あ

る

。

ィ

．

環

境

行

政

仕

組

み

を

取

り

入
れ
る

最
後
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
②
資
源
物
回
収

⑥
市
民
参
加
の
推
進

環
境
行
政
は
環
境
部
だ
け
で
な
ハ

．事
業
者
等
こ
み
減
量
推
進

員

は

、

到

底

―
つ
の
市
だ
け
で
す
す
③
中
古
品
と
再
生
品
の
販
売
こ
み
問
鴎

・
資
源
化
活
動
へ
の

く
、
全
庁
的
な
意
識
の
高
揚
と
、
事
業
者
に
対
す
る
啓
発
を
積
極
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
[

J

④

修

理

工

房

市

民

参

加

を

推

進

す

る

こ

と

。

さ
ら
に
徹
底
し
た
シ
ス
テ
ム
の
運
的
に
行
う
た
め
に
は
、
商
店
会
を

み

減

箪
が
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
⑤
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
理
教
室
、
そ
①
廃
棄
物
減
置
等
推
進
員
を
活
用

用
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
み
束
ね
る
商
工
会
や
青
年
会
議
所
等
る
こ
と
を
、
例
え
ば
、
市
議
会
決
の
他
イ
ベ
ン
ト

の

開

催

す

る

庁
政
は
腰
か
け
的
人
員
配
賀
で
は
へ
出
向
き
、
こ
み
減
堪
、
リ
サ
イ
議
を
も
っ
て
、
業
界
、
他
市
町
村
、
⑥
生
こ
み
の
堆
肥
化
、
廃
植
物
油
②
事
業
者
こ
み
減
崖
推
進
員

・
農

徹

底

し

た

仕

手

は

や

り

に

く

い

。

ク

ル

の

推

進

協

力

依

頼

と

体

制

つ

都

、

国

へ

働

き

か

け

る

な

ど

当

市

の

活

用

業

従

事

者

こ

み

減

姐

推

進

員

を

選

部
長
、
課
長
、
係
長
を
は
じ
め
、
く
り
へ
の
参
加
を
要
請
す
る
。「事

が
発
信
基
地
と
な
っ
て
広
く
訴
え
⑦
地
域
の
市
民
に
運
営
を
任
せ
、
任
す
る

環
境
問
題
に
取
り
組
み
た
い
職
員

業
者
ご
み
滅
星
推
進
晨
」

や

「農
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
行
政
は
施
設
の
維
持

・
管
理
の
援
③
集
団
回
収
を
活
性
化
す
る

を
月
内
か
ら
募
集
し
、
専
門
職
体
業
従
事
者
こ
み
減
益

推

進

員

」

を

助

を

す

る

④

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

を

開

催

す
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苔
⑧
民
間
業
者
、
人
的
パ
ワ
ー
の
積
る

涯

的

活

用

を

は

か

る

⑤

修

理

店

ハ

ン

ド

プ

ッ

ク

を

作

成

⑨
よ
り
広
範
な
市
民
の
た
め
に
土
し
活
用
を
は
か
る

曜

・
日
曜
日
も
開
館
す
る
⑥
再
生
品
の
使
用
を
奨
励
す
る

③
事
業
者
責
任

の

確

立

⑦

関

係

者

へ

の

働

き

か

け

事
業
者
貨
任
の
確
立
と
デ
ポ
ジ
循
環
型
社
会
の
形
成
は
、
到
底

ッ
ト
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
一
つ
の
市
だ
け
で
す
す
め
る
こ
と

こ

と

。

は

不

可

能

で

あ

る

。

こ

み

減

益

が

①
ご
み
に
な
る
も
の
を
製
造
・
販
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
こ
と

売
し
な
い
心
が
け
を
要
求
す
る
を
、
例
え
ば
、
市
議
会
決
議
を
も

②
資
源
物
店
頭
回
収
を
義
務
づ
け
っ
て
、
業
界
、
他
市
町
村
、
都
、

る
。
店
頭
に
資
源
物
回
収
コ
ー
ナ
園
へ
働
き
か
け
る
な
ど
当
市
が
発

ー
を
設
四
さ
せ
、
当
面
「
ト
レ
ー
、
信
基
地
と
な
っ
て
広
く
訴
え
て
い

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
飲
料
パ
ッ
ク
」

＜

こ
と
も
菫
要
で
あ
る
。

等
か
ら
始
め
、
徐
々
に
品
目
を
拡
⑧
予
算
と
組
織
の
飛
躍
的
充
実

大
し
て
い
く
。
新
聞
販
売
店
に
よ
こ
み
減
菫
の
た
め
の
予
算
と
組

る
新
聞
紙
と
折
り
込
み
広
告
、
書
織
は
、
日
野
市
が
f

j

み
減
呈
に
本

店
に
お
け
る
本
の
回
収
等
も
す
す
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
ど
う
か

め
る
。
な
お
、
独
自
の
回
収
ル
ー
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

ト
を
持
た
な
い
小
売
店
に
は
、
市
日
野
市
で
は
、

1
9
9
5
年
2

が
中
間
回
収
を
引
き
受
け
た
り
、
月
2
7
日

「当
面
の
課
題
で
あ
る
最

商
店
会
単
位
で
回
収
拠
点
を
設
け
終
処
分
場
に
搬
入
す
る
こ
み
の
減

る
な
ど
の
エ
夫

を

す

る

置

を

中

心

と

し

た

廃

棄

物

の

処

理

③
一
定
割
合
の
面
稜
の
リ
サ
イ
ク
及
ぴ
再
利
用
の
促
進
の
あ
り
方
に

ル
商
品
売
り
場
を
確
保
す

る

つ

い

て

J

(
答
申
）
を
と
り
ま
と
め
、

④
ト
レ
ー
・
パ

ッ
ク
以
外
の
売

り

ま

た

、
95
年
3
月
に
は
、
日
野
市

方
を
推
奨
す
る
（
例
え
ば
売
り
場
環
境
部
か
ら
「
日
野
市
一
般
廃
棄

の
半
分
は
バ
ラ
売
り
、
計
り
売
り
物
処
理
基
本
計
画
(
r
J

み
事
業
基

の
た
め
に
確
保
す
る
、
な
ど
）
本
計
画
）
j

が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

⑤
徹
底
し
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
行
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
提
案
を
し

い
、
出
前
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
を
育
成
て
い
る
。

し

連

係

を

と

る

し

か

し

、

2
年
を
経
過
し
た
今

⑥
悛
良
店
の
表
彰
を

行

う

日

、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
諸
施
策

累
ポ
ジ
ッ
ト
制
を
導
入
す
る
は
あ
ま
り
実
行
霊
移
さ
れ
て
い
な

⑧
販
売
者

・
製
造
者
へ
の
持
ち
込
い
。
こ
れ
で
は
誰
の
た
め
の
答
申

み
が
で
き
、
見
返
り
も
あ
り
う
る
か
、
何
の
た
め
の
基
本
計
画
か
、

こ
と
を
市
民
に
周
知
徹
底
す
る
そ
こ
に
費
や
し
た
労
力
と
費
用
は

こ
れ
ら
の
施
策
を
市
が
要
網
何
だ
っ
た
の
か
が
根
本
的
に
問
わ

化
、
さ
ら
に
は
条
例
化
し
て
徹
底
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

す

る

。

こ

み

減

量

の

た

め

の

予

算

と

組

④

事

業

者

援

助

織

を

飛

躍

的

に

充

実

さ

せ

る

こ

と

①
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
拡
充
し
、
な
く
し
て
こ
み
減
量
の
実
現
は
あ

資
源
物
回
収
に
支
障
が
生
じ
な
い
り
え
な
い
。

よ
う
に
す
る

的
問
題
に
つ
い
て

5
．
当
面
の
具
体

ら
手
を
汚
す
こ
と
な
く
片
つ
け
ら

れ
て
い
く
と
、
こ
み
を
怠
識
す
る

こ
と
は
希
薄
に
な
る

②
資
源
物
を
こ
み
に
し
な
い
で
き

ち
ん
と
資
源
物
回
収
ル
ー
ト
に
乗

せ
る
に
は
、

資
源
物
を
分
別
も
せ

ず
い
つ
で
も
投
入
で
き
る
ポ
ッ
ク

ス
は
な
い
方
が
い
い

③
ま
だ
使
え
る
も
の
や
、
捨
て
な

く
て
も
再
利
用
・
再
使
用
で
き
る

も
の
を
安
易
に
こ
み
と
し
て
出
さ

な
い
た
め
に
は
、
出
せ
ば
出
す
ほ

ど
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て

「従
凪
チ
ャ
ー
ジ
制
」

を
導
入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
が
、
「
従
屎
チ
ャ
ー
ジ
制
」
の
導

入
は
、
ポ
ッ
ク
ス
収
集
方
式
の
ま

ま
で
は
で
き
な
い

④
ポ
ッ
ク
ス
の
廃
止
は
、
大
き
な

ボ

ッ
ク
ス
が
道
路
交
通
を
阻
害

し
、
交
通
事
故
の
引
き
金
に
も
な

り
う
る
現
状
の
改
善
に
も
な
り
、

街
の
美
観
上
も
よ
い

⑤
ボ
ッ
ク
ス
の
廃
止
に
よ
っ
て
で

き
た
空
き
地
は
、
資
源
物
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
活
用
で
き
る

⑥
現
在
全
市
の
2
4
％
は
、
ボ
ッ
ク

ス
収
集
に
よ
ら
ず
、
袋
収
集
を
行

っ
て
い
る
が
、
何
ら
の
混
乱
も
な

、'し⑦
ボ
ッ
ク
ス
廃
止
に
と
も
な
う
処

分
費
用
、
収
集
車
両
買
い
替
え
費

用
、
広
毅
費
用
等
は
、
こ
と
の
重

大
性
に
か
ん
が
み
て
、
で
き
れ
ば

単
年
度
で
予
算
化
し
一
斉
に
実
施

す
る
。
た
だ
し
、
ボ
ッ
ク
ス
廃
止

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
前
述
し

た
モ
デ
ル
地
域
に
よ
る
比
較
実
験

を
経
る
こ
と

ま
た
、
生
こ
み
の
堆
肥
化
、
廃

植
物
油
の
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
堆
肥
化
容
器
購
入
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
コ
ン
ポ
ス
ト

以
外
の
機
種
に
も
助
成
を
広
げ
、

農
家
等
に
土
地
を
持
た
な
い
消
費

者
か
ら
の
生
こ
み
を
受
け
入
れ
て

も
ら
い
、
完
成
堆
肥
を
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
る
。
廃
油
を
出
さ

な
い
工
夫
を
し
つ
つ
、
出
て
く
る

廃
油
を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作

▲クリーンセンター内のスト ックヤード。回収
された資源物が運び込まれてきます

い
て

●
残
っ

た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
残
っ
た
食
品

は
き
れ
い
な
器
具
、
皿
を
使
っ
て

保
存
し
ま
し
ょ
う

●
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ

う
に
浅
い
食
器
に
小
分
け
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う

●
時
間
が
た
ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う

●
残
っ
た
食
品
を
温
め
油
す
時
も

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う。

め
や

す
は
75
度
以
上
で
す
。
み
そ
汁
や

ス
ー
プ
な
ど
は
沸
騰
す
る
ま
で
加

熱
し
ま
し
ょ
う

●
ち
ょ

っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ

た
ら
、
食
べ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

ロ
に
入
れ
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ

ぅ▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
南
多
摩
保

健
所

(6
0
4
2
3
.
71
.
7
6

6
1
)
 

富沢屋商店

升屋酒店

京王スト ア豊田店

サンクス塁田多摩平店

ロー ソン 多摩平店

聡東屋

日野松恵寿商店

因丸文商店

洵小池商店

圏カワク ポ

小西酒店

さえき酒店

サンクス多摩平七丁 目店

ひらばや し

サンクス日野台店

洵天野酒店

粗大ごみシール取扱店一覧表

多母平 1-6-15

多摩平2-3-7

多忠平2-4

多立平2-<;

多磁平2-12-5

多ぽ平3-17-12

多摩平3-25-3

多犀平5-18-9

多磁平6-16-10

多摩平6-19-16

多琴平6-39-19 |ゞt": ―̀ 

多ほ乎7-11-18

多摩乎7-12-12

日野台2-28-I 

日野台4-10-6 

栄町2-24-15

サンクス日野新町店

肉共立平山店

侑大沢商店

聡オレンジマートはたの

京王ストア平山店

セプンイレプン日野平山六丁目店

南川瀬商店（三川屋洒店）

浜野酒店

新町3-1-23 

乎山2-41-3

乎山3-3-12

平山 5-21-1

平山 6-l-9

平山 6-3-1

東平山 2-28-5

西乎山 l-l-3

豊田3-28-26

豊田3-37-21

な
お
、
粗
大
ご
み
は
、
お
近
く

の
シ
ー
ル
取
扱
店
（
別
表
参
照
）

で
購
入
し
た
シ
ー
ル
を
は
っ
て
か

ら
、
収
集
日
当
日
に
出
し
て
く
だ

東豊田3-5-4 三 沢 2-52-2

三．沢3-26-14

サニ ーショップあ きやま

サンクス日野旭が丘店

旭が丘2-10-7 

旭が丘6-1-1

洵吉垣商店

割金井商店

侑奥秋酒店

丸新商店

マツオカ酒店

肉簸田酒店

セプンイレプン日野南平店

南平3-19-22

南平5-3-54

南平5-17-15

南平5-32-36

南乎7-17-42

南平8-14-4

南平9-36-24

存

●
肉、

魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
ま
し

ょ
う

●
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期

限
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

●
購
入
し
た
食
品
は
、
肉
汁
や
魚

な
ど
の
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
そ
れ
分

け
て
包
み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

●
特
に
、
生
鮮
食
品
な
ど
の
よ
う

に
湿
度
管
理
の
必
要
な
食
品
の
購

入
は
、
買
い
物
の
殻
後
に
し
、
購

入
し
た
ら
寄
り
道
せ
す
、
ま
っ
す

ぐ
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
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日野市役所内売店

ローソン 日野神明店

ローソン日野神明三丁目店

洵；酉商手塚

て
、
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り
返
す
の
・

は
危
険
で
す
。
食
中
毒
菌
が
増
え

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
包
丁
、
食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き

ん
、
た
わ
し
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、

使
っ
た
後
す
ぐ
に
洗
剤
と
流
水
で

よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ふ
き
ん
は

漂
白
剤
に
一
晩
つ
け
込
む
と
消
毒

効
果
が
あ
り
ま
す
。
包
丁
、
食
器
、

ま
な
板
は
、
洗
っ
た
後
、
熱
湯
を

か
け
る
と
消
毒
効
果
が
あ
り
ま

す
。
た
わ
し
や
ス
ポ
ン
ジ
は
、
煮

沸
す
れ
ば
な
お
確
か
で
す

●
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を

使
い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け

ま
し
ょ
う

・
温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
淵

か
く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は

常
に
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
め
や
す
は
、
温
か
い
料
理
は

65
度
以
上
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料

理
は
1
0
度
以
下
で
す

●
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食

品
は
、

室
温
で
長
く
放
隧
し
て
は

ォ
ー

い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

0157
は

室
温
で
も
1
5
¥
2
0
分
で
2
倍
に
増

え
ま
す

ニ←

日野木町 1-7-7

日野本町3-14-18

日野本町4-3-|1

日野本町7-5-4

神明 1-12-1

神明2-8-15

神明3-6

神明4-23-3 

大坂上 1-6-1

洵大野屋

洵岡田酒店

セプンイレプン多摩動物公園店

坂本屋酒店

高幡台団地73号棟

程久保2-ll-12 

程久保8_3-6

程久保8-17-2

セプンイレブン日野市仲井店

侑石坂商店

石崎支店

哨）味好展石崎病店
（ヤマザキデイリ ーストア）

日野377-6

日野769

日野1077

日野7773

上田486

上田656-8

万願寺124

石田62

サンクス高幡不動店

布扇屋商店

ローソン日野高幡店

京王ストア高幡I占

南滝瀬商店

高幡2-12

高幡25-I 

高幡62-I 

高幡116-10

高幡328

セプンイ レプン聖蹟桜ケ丘店 落JIii119-I 

百草84-I 

百草971-2

百草団地28I号棟

百草団地28I号棟

スリーエフ日野新井店

日野市クリ ーンセンター

新井87-1

新井210-2

粗
大
こ
み
の
収
集
は
、
洵
日
野

環
境
保
全

(6
81
.
4
3
3
1
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
係
員

が
収
集
日
と
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の

種
類

・
枚
数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い

（シ

ー
ル
は
iOO
円、

500
円、

800
円
、
千

400
円
の
4
種
類
あ
り
ま
す
）
。

さ
い
。

品
問
合
せ
先
1
1
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(6
81
.
0
4

4
4
)
 

． ー

●
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
取
り
扱
う

時
は
、
取
り
扱
う
前
と
後
に
必
す

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
せ
っ
け
ん

を
使
い
、
洗
っ
た
後
、
流
水
で
十

分
に
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
細
菌

汚
染
を
防
ぐ
よ
い
方
法
で
す
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日野駅周辺

／ 口:百ヽ
臼 学中
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豊田駅周辺

虐
富士電機工場

“料）詈万三三
己 □ヒ民:こ:

>;；；3所第4南：真
図書館

高幡不動駅周辺 百草園駅周辺 ▲ちょっとした軽い気持ちが大変な迷惑です

市
内
の
駅
周
辺
に
は
、
無
料
駐

輪
場
が
30
カ
所
、
有
料
駐
輪
場
が

23
カ
所
（
別
図
参
照
）
あ
り
ま
す
。

傍
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
は
、

至
聖
蹟
桜

平山城址公園駅周辺 南平駅周辺

北第2
駐輪場

駐
輪
場
な
ど
の
決
め
ら
れ
た
場
所

に
必
ず
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
満
車
の
た
め
駐
輪
場
が

利
用
で
き
な
い
時
は
、
他
の
駐
輪

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
路
上
へ

の
放
置
は
、
大
変
危
険
で
す
。

な
お
、
市
の
駐
輪
場
は
自
転

車
・
原
動
機
付
自
転
車
の
駐
輪
場

で
す
の
で
、

50cc
以
上
の
バ
イ
ク

は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

撤
去
料
を
徴
収

自
転
車
等
放
閻
禁
止
区
域
（
駅

周
辺
半
径
300認
く
ら
い
）
及
び
公

共
の
場
所
等
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
等
は
、
保
管
場
所
（
保
管
場
所

案
内
図
参
照
）
に
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
等
の
引
き
取

り
の
際
は
、
撤
去
料
を
徴
収
し
ま

す
。な

お
、
撤
去
し
た
自
転
車
等
で

引
き
取
り
の
な
い
も
の
は
、

2
カ

月
保
管
後
、
処
理
し
ま
す
。

▽
撤
去
料
11自
転
車
…
2
千
円
／

原
動
機
付
自
転
車
…
3
千
円

▽
問
合
せ
先
11管
理
課
6
内
線
337

3
年
前
に
結
成
さ
れ
た
日
野
市

国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
内
在
住

の
外
国
人
の
方
々
に
日
本
の
文
化

や
日
野
市
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
出
身
国
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
滞
在
を

快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
日
常
生

活
支
援
活
動
な
ど
を
市
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
方
々
の
積
極
的

な
参
加
・
加
入
を
期
待
し
ま
す
。

▽
入
会
資
格

11
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
及
び
市
内
所
在
の
各

種
団
体
（
事
業
所
・
学
校
等
）
※

語
学
会
話
能
力
は
問
い
ま
せ
ん

▽
会
費
11
個
人
…
年
2
千
円
（
家

族
会
員
は
年
3
千
円
）
※
学
生
（
高

校
生
以
上
）
は
年
千
円
／
団
体
…

年
1
万
円
※
他
に
団
体
の
場
合
、

賛
助
会
員
制
も
あ
り
ま
す

▽
所
在
地
11
日
野
本
町
7
の
5
の

14
日
野
図
書
館
2
階

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
同
協
会

(
6
8
6
.
9
5
1
1
)
 

-

1

-

夏
休
み
親
子

水
道
施
設
見
学
会

夏
休
み
の
計
画
は
も
う
立
て
ま

し
た
か
。
毎
日
何
げ
な
く
使
っ
て

い
る
水
に
つ
い
て
、
親
子
で
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

・t=-――― 
.. i-
＿
-z
―-＝-
.. ――――― 
.. 

—————-•—-==Z=-

女
性
も
男
性
も
い
き
い
き
と
働

き
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方

を
探
り
ま
す
。

▽
日
時
1
1
6
月
28
日
山
午
後
1
時

30
分
S
5
時

▽
会
場
11
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
・
ア
イ
ム
（
立
川
市
）

▽
内
容
11
黒
田
あ
ゆ
み
氏

(
N
H

K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
よ
る
基
調

講
演
「
働
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
」

／
野
川
忍
氏
（
東
京
学
芸
大
学
助

教
授
）
ほ
か
3
人
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
均
等
法
・
労

基
法
改
正
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

▽
定
員
11196
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
保
育
あ
り

(
1
歳
以

上
末
就
学
児
ま
で
）

▽
申
込
み
1
1
6
月
18
日
困
ま
で
に

ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X
で
。
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
性
別
、
職
業
、
保
育
希
望

の
有
無
（
希
望
す
る
場
合
は
子
供

の
氏
名
と
年
齢
）
を
記
入
し
、
東

京
都
立
川
労
政
事
務
所
労
働
教
育

至
八
王
子

保管場所案内図

受付日時月曜一土曜日

午前9時～正午

午後 1時～ 4時

※年末年始、祝日を除く

至立川駅

屈

仕
事
を
探
し
て
い
る
高
齢
者
の

55
歳

以

上

の

求
人
・
求
職
相
談

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
雇
用
平
等

参
加
者
募
集
中

外
国
人
と
交
流
し
て
み
ん
か

9

鯉

ー

色員

募

集

'I/ 

仕
．
＃
探
し

。七

'A.yr
税
務
職
員
募
集

令

ふ
必
令
令
必
令
必
必
ふ
令
必
必
？
必
9

ふ0
令
必
ふ
？
ふ
？
ふ
必
令
令
令
必
ふ
ふ

令

▽
日
程
1
1
8
月
20
日
困
・

25
日
回

雷

天

実

施

i

布

ク

か

時

⑩

分

か

ら

※

雨

天

実
施

i

u

ん

▽
会
場
・
定
員
11
日
野
市
緑
化
令

セ
ン
タ
ー
（
日
野
中
央
公
園
南
i

目

で

せ

▽
時
間
11午
前
9
時

S
午
後
5
時

令令ゃ

料

亭

心

紅

西

角

、

消

防

署

前

）

、

先

着

400
令

※
出
発
は
J

R
立
川
駅
北
口

砂
九
5

人
／
旭
誓
中
央
公
園
、
同
150
i

▽
コ
ー
ス
11
小
河
内
貯
水
池

S
東

i

鉦畑

村
山
浄
水
場

(
C
コ
ー
ス
。
ほ
か

i

を

に
6

コ
ー
ス
あ
り
）
か
人

／
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園〗中

；

苗

殉

ッ

咲

管
理
事
務
所
前
、
同
120
人
／
平
令

令
菊

▽
対
象
11都
営
水
道
を
利
用
し
て

令

い
る
地
域
の
小
学
4
年
生
と
保
護

令

ぅ

山

地

区

セ

ン

タ

ー

、

同

190
人
／
や

者
（
兄
弟
姉
妹
の
同
行
も
可
）
い
閲
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
東
京
南
農
協
七
生
支
店
、
同2
5
0
〗

▽
定
員
11各
日
100
人
※
申
込
多
数

令
は
、
育
て
や
す
い
カ
サ
ギ
ク
の
人
／
八
小
校
門
前
、
同
120
人
／
ゃ

令

令

の
場
合
は
抽
選

牽
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

(
1
人
万
願
寺
八
号
公
園
内
（
東
部
会
令

▽
持
ち
物
11弁
当
、
飲
み
物

い
3
本
ま
で
）
。
な
お
、
チ
ッ
プ
た
館
裏
）
、
同
120
人

[

゜

▽
問
合
せ
先
11同
協
会
6
市
役
令中

令
い
肥
も
併
せ
て
配
布
し
ま
す

ゃ

▽
申
込
み
1
1
7
月
1
5
日

g
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

令
▽
日
時
1
1
6
月
28
日

g
午
前
9

所
内
線
265

令

牽

や

往
信
用
裏
面
に
希
望
コ
ー
ス
、
出

令
令
＊
＊
＊
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

発
地
、
希
望
見
学
日
、
参
加
者
全
氏
名
を
記
入
し
、
東
京
都
水
道
局

員

(
4
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
広
報
課
見
学
会
係
(
〒
163|01
※

年
齢
代
表
者
の
電
話
番
号
を
、
住
所
不
要
6
0
3
.
5
3
2
O
•
6

返
信
用
表
面
に
代
表
者
の
住
所
・

3
2
6
)
へ

I=
-
ー
-
·
-
＝
-
=
ー
-
·
-
＝
-
＝
―
―

•

-
＝
＝--
z
-＝
＝W

―
-
=
＝
-
Z
-
=
m
.
-
=
=
-
-
I
-
＝
-
—
言
―
-
=
=
-
·
-

t=
-
-
_
•
-
＝
=
―
―

●

_
-
＝
＝
P
-
ー
-
m
.
-
=
-
＝
-
―
.
＾
-
=
-
-
_
•
-
=
-
—
ー
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月
曜
日
を
除
く
）

▽
時
間
11午
前
10
時

S
午
後
4
時

▽
会
場
11東
京
都
高
年
齢
者
就
業

セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
）

▽
対
象
11
お
お
む
ね

60
歳
以
上

で
、
講
習
修
了
後
地
域
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
て
就

業
で
き
る
方

▽
定
員
11選
考
で
①
は
30
人
②
は

20
人

▽
申
込
み
11①
は
6
月
20
日
向
②

は
7
月
22
日

g
（
そ
れ
ぞ
れ
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
コ
ー
ス

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
記
入
し
、
勁
東
京
都

高
齢
者
事
業
振
興
財
団
(
〒

102
千

代
田
区
飯
田
橋
3
の
10
の
3
6
0
3

•
5
2
1
1
.
2
3
2
7
)
へ

係

(-T190
立
川
市
曙
町
3
の
7
の

1
0
6
2
2
.
3
1
7
1
F
A
X
2
3
.
4
2
 

8
3
)
へ
※
電
話
申
し
込
み
も
可

！
 

高
年
齢
者
の
た
め
の

就
業
実
践

セ
ミ
ナ
ー

▽
コ
ー
ス
名
・
日
程
11①
施
設
管

理
11
…
7
月
28
日
回
＼
8
月
8
日

固
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
／
②

簡
単
な
大
工
仕
事
：
•
8
月
2
7日
困

S

9
月
19
日
画
（
士
曜
・
日
曜
・

会明説次
の
と
お
り
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
説
明
会
終
了
後

に
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
6
月
19
日困・・・

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
27
日
固
…

高
幡
図
書
館

▽
時
間
11午
後
1
時
30
分
S
3
時

▽
講
師
11佐
藤
安
徳
氏
（
八
王
子

高
年
齢
者
就
業
相
談
所
長
）

▽
定
員
11各
20
人
※
申
し
込
み
を

国
税
庁
で
は
、

来
年
4
月
に
採

用
す
る
国
家
111
種
の
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大
学
校

に
入
学
し
、
約
13
カ
月
間
に
わ
た

る
全
寮
制
の
も
と
、
法
律
や
経
済

学
等
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
卒
業

後
は
税
務
署
に
配
属
さ
礼
税
務

職
員
と
し
て
国
税
の
仕
事
に
従
事

し
ま
す
。

▽
受
験
資
格
11
昭
和
52
年
4
月
2

日
S
昭
和
55
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方

▽
試
験
の
程
度
11高
校
卒
業
程
度

▽
受
付
期
間
1
1
6
月
25
日
困
S
7

月
2
日
困
※
申
込
用
紙
等
は
、

最

寄
り
の
税
務
署
で
配
布
中

▽
第
1
次
試
験
1
1
9
月
7
日
同

▽
問
合
せ
先
11東
京
国
税
局
人
事

第
2
課

(
6
0
3
.
3
2
1
6
.
6

8
1
1
内
線
が

1
2
4
)

方
、
人
手
を
求
め
て
い
る
事
業
所

の
方
は
、
当
相
談
所
を
気
軽
に
r
J

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
求
人
情
報
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

(
6
0
4
2
6
.
4
8
.

0
5
2
4
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
上
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
II

東
京
都
八
王
子
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
（
八
王
子
市
明
神
町
4
の
7

の
3
や
ま
と
ビ
ル
5
階
6
0
4
2

6
.
4
8
.
0
4
8
0
)
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公民館の

もよおし
●パラエティサロン・

「融け合う響き・
と

ピアノデュエット」

川
に
は
毘
虫
な
ど
の
小
さ
な
生

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

毘
虫
の
種
類
か
ら
水
質
を
知
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

今
月
は
環
境
月
問
で
す
。
水
の

中
に
い
る
昆
虫
を
調
べ
て
み
ま
せ

ん
か
。
講
師
は
、
川
の
昆
虫
や
魚

を
長
い
問
調
査
し
て
い
る
丸
山
俊

幸
先
生
で
す
。

▽
日
時
1
1
6
月
22
日
同
午
前
9
時

30
分
S
正
午
（
小
雨
実
施
）
※
天

候
に
よ
っ
て
28
日
国
に
延
期

▽
会
場
・
集
合
場
所
11
ふ
れ
あ
い

¥ J.. 

し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
7
月
12
日
国
午
後
2
時

か
ら

▽
会
場
11
七
生
公
会
堂

▽
曲
目
11
幻
想
曲
（
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲
第
2
番

（
リ
ス
ト
）
ほ
か

▽
演
奏
11
斉
藤
昭
彦
、
斉
藤
美
紀

▽
定
員
11300
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(
6

8
1
.
7
5
8
0
)
 

大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

で
は
、
”
大
人
も
子
供
も
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
仲
良
く
な
ろ
う•N
E

W
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
よ
う
“
を

合
言
葉
に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
6
月
28
日

g
午

前
9
時
45
分
S
正
午
…
三
小
／
7

月
12
日
3
午
前
9
時

S11時
30
分

…
東
光
寺
小
／
9
月
認
日

3
午
前

10
時

S
正
午
…
七
小
／
10
月
25
日

3
午
前
10
時
S
正
午
…
大
坂
上
中

▽
内
容
11
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
（
体
育
館
）
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
（
校
庭
）
、
お
楽
し
み
企
画
あ

り
※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
の
み

▽
持
ち
物
11
体
育
館
履
き

ピ
ア
ノ
デ
ュ
エ
ッ
ト
（
連
弾
）

は、

1
台
の
ピ
ア
ノ
を
2
人
で
弾

く
演
奏
形
態
で
す
。

連
弾
は
、
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス

ま
で
じ
っ
く
り
合
わ
せ
、

2
人
の

音
楽
が
融
合
さ
れ
ま
す
。
サ
レ
ル

ノ
音
楽
祭
デ
ュ
オ
部
門
第
1
位
に

入
賞
し
た
演
奏
者
の
妙
技
を
お
楽

令

埒
令
令
令
令
令
令
ぷ
。
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
ぶ
。
令
令
令
令
令
令
令
令
令

令

ー
講
座
室

．

令令

▽
講
師
11
七
山
征
子
氏
（
都
立

ゃ令

i
食
の
安
全
•
最
近
の
事
情

短
期
大
学
教
授
）

和

令

▽
定
員
1140
人
（
先
着
順
）

や

令

5
0
1
5
7
な
ど
の
事
例
か
ら

S

ゃ

や

ゃ

食
中
毒
な
ど
が
気
に
な
る
季
現
状
と
、
食
の
安
全
に
つ
い
て
※

2
歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
、

中

ゃ

考

え

て

い

き

ま

す

。

希

望

の

方

は

20
日
函
ま
で
に
申

T中

中

節
で
す
。

ゃ

令

ゃ

昨
年
、
各
所
で
発
生
し
、
死

▽
日
時
1
1
6
月
26
日
困
午
前
10

し
込
み
を

令

令ゃ

亡
者
や
重
傷
者
を
出
し
た
病
原
時

S11時
45
分

▽

申

込

み

・

問

合

せ

先

11
生
活

中令

I

性
大
腸
菌
0157
。
こ
と
し
も
既
▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
課

(
n
8
1
.
4
1
1
2
)

令令

「
食
の
講
座
」
・
参
加
者
募
集

ゃ

中

に
被
害
者
が
出
て
い
ま
す
。
今

中令

回
は
0157
も
含
め
、
食
中
毒
の

ゃ

¢
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令
令

佐渡マップ

佐渡、 両津市の主なイベント

7月 5日(±)
短冊を手にしたダイパーが水中で七夕を

6日（日） I祝い、陸では伝統芸能と手料理が楽しめ
ます。

橋
高
幡
側

▽
講
師
11
丸
山
俊
幸
氏

▽
対
象
11
小
・
中
学
生
（
大
人
も

可
）
※
小
3
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員
1120
人

（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
11
タ
オ
ル
、
水
筒
、
帽

子
、
水
に
入
っ
て
も
よ
い
運
動
靴
、

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
雨
か
っ
ぱ

※
公
害
対
策
課
と
共
催
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11ふ
る
さ

と
博
物
館

(
6
8
3
.
5
1
0
0
)

大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

▽
問
合
せ
先
11
金
田

(
6
8
3
.
3

9
8
6
)
 

6
月
15
日
同
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

中
学
生
練
習
会
は
、
都
合
に
よ
り

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
謀
）

日
野
市
「
海
の
家
」
事
業
は
、
市
民
の
方
が
、
佐
渡
島
両
津
市

内
と
沼
津
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部

(
1
人
1
泊
2
千
円
、
子
供
料
金
が
4
千
円
を
超
え
る
場
合
は

同
額
）
を
割
り
引
く
も
の
で
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
ま
す
。

宿
泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
を
迎
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
盛
り
上
が
る
佐
渡
、
両
津
と
沼
津
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

（
生
活
課
）

日
野
市
「
海
の
家
」
事
業
を
利
用
し
て

こ
と
し
⑩
諷
慇
、
感
圃
い
っ
瞭
い
⑩

曲
緞
百
器
栂
へ

▽
市
内
事
業
所
の
福
利
厚
生
活
動

で
利
用
の
場
合
11事
業
所
の
福
利

厚
生
担
当
課
等
で
、
日
野
市
海
の

家
事
業
用
の
在
勤
者
証
明
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
在
勤
の
証
明

を
受
け
、
各
観
光
協
会
へ
電
話
で

申
し
込
み
を
（
証
明
書
は
利
用
時

に
こ
持
参
く
だ
さ
い
）
。
在
勤
者
証

明
書
が
な
い
事
業
所
の
方
は
生
活

課
に
f
J

連
絡
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
11
両
津
市
観
光
協
会

(
6
0
2
5
9
.
2
3
.
3
3
0
 

0
)
／
沼
津
観
光
協
会

(
6
0
5
5

9
 .

.

 3
2
2
8
 

事
業
内
容
と

申

込

方

法

衝
宿
泊
施
設
を
紹
介

両
津
・
沼
津
の
観
光
協
会
で
は
、

人
数
、
場
所
、
予
算
な
ど
、
利
用
さ

れ
る
方
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
宿
泊

施
設
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
民
宿
な
ど
）

を
複
数
紹
介
し
ま
す
。
希
望
の
宿

泊
施
設
を
お
選
ぴ
く
だ
さ
い
。

受
宿
泊
費
用
の
割
引

宿
泊
施
設
で
料
金
を
支
払
う
際

に、

1
人
1
泊
2
千
円
を
割
り
引

き
ま
す
（
子
供
料
金
が
4
千
円
を

超
え
る
場
合
は
同
額
の
割
引
）
。
宿

泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

虔
申
込
方
法

▽
市
民
が
利
用
の
場
合
11各
観
光

協
会
へ
直
接
電
話
で
申
し
込
み
を

1
,．J.
-

，↑，
9

7
 

‘、

1

,
 

j
 

《
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
情
報
》

＊
佐
渡
・
両
津
市

「佐
渡
能
楽
の
里
j

薪
能
「
道
成
寺
」
を
ロ
ポ
ッ
ト

が
常
時
演
能
す
る
こ
と
で
、
能
鑑

賞
の
魅
力
を
や
さ
し
く
伝
え
ま
す
。

＊
沼
津
市

4
 

「斎
齊
．
渾
の
華
通
い
券
j

「
若
山
牧
水
記
念
館
」
「
芹
沢
光

治
良
文
学
館
」
「
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
」
共
通
チ
ケ
ッ
ト
（
沼
津
観

光
協
会
に
て
通
常
3
施
設
で
料
金

日本海側最大規模のヨットレース。朱鷺
7月27日（日） I杯などたくさんの賞が贈られます。艇は、

クルーザー、ディンギー、ウィンドサーフィン。

好評定例能も佳境。特に 7月は場所を変
7月27日(B)Iえて佐渡宝生流総家、本間家能塁台で上

演されます。幽玄の美を、ゆっくりご観
賞ください。

佐
渡
特
選
企
画

悠
遊
、
2
泊
3
日
の
旅
佐
渡
味
浪
漫

▽
対
象
施
設
11
両
津
市
、
及
び
相

川
町
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
濠

2
泊

3
日
2
人
以
上
で
申
し
込
み
を

▽
内
容
11
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
低
料

金
で
宿
泊
が
で
き
、
四
季
折
々
の

味
覚
が
満
載

▽
料
金
11
通
常
2
万
円
前
後
の
と

こ
ろ
、

9
千
500
円

(
1
人
1
泊
2

食
付
き
、
税
・
サ
ー
ピ
ス
料
別
。

休
旦
即
の
利
用
は
千
500
円
増
し
）

か
ら
で
大
サ
ー
ピ
ス
。
さ
ら
に
2

千
円
追
加
で
甘
エ
ビ
食
べ
放
題
濠

日
野
市
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

1
泊
に
付
き
2
千
円
の
割
り
引
き

（
両
津
市
内
宿
泊
分
の
み
）

▽
期
間
1110
月
31
日
画
ま
で
※

7

月
31
日
困

S
8月
31
日
回
は
除
く

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生

練

習

会

が

中

止

に

千
100
円
の
と
こ
ろ
950
円
で
販
売
）

を
利
用
し
て
文
学
散
歩
に
で
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

「と
き
め
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
バ

ス
（
市
内
循
環
無
料
バ
ス）
j

「
若
山
牧
水
記
念
館
」
「
芹
沢
光

治
良
文
学
館
」
「
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
」
も
運
行
ル
ー
ト
に
入
っ
て

い
ま
す
※

12
月
28
日
回
ま
で
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
運
行
。

駿河湾、

体験一丁
し学習会

生活・保健
センター

<7月の個人使用日〉

7月の個人使用日（集会室）は次の

とおりです。

午後 1時～ 5時
午後 6時～ 9時30分

”
 II 

午前 9時一正午
午後 1時～ 5時

II 

午後 1時～ 5時
午後 6時ー 9時30分

問合せ先＝生活課（ff81-4112) 

椎崎諏訪神社能舞台で、幽玄の世界、薪
8月 2日(±)I能（t-きぎのう）「花月」が演能されます。

観覧9斗は、 500円です。

8月 6日叫子どもの海の祭典。子ども山車（だし）、
- 8日面 鬼太鼓乱舞、民謡流し、大花火大会など

の行事がある佐渡最大の夏祭りです。

8月11日叫おけさ踊りの参加者には脩得証を贈呈 し
-15日面 ます。15日は、盆踊り大会を開催します。

「茨
心

iiXの
渡
し
船
」

千
本
浜
公
園
か
ら
沼
津
御
用
邸

記
念
公
園
ま
で
の
水
辺
を
歩
く
文

学
探
訪
の
道
に
、
彩
り
を
添
え
る

渡
し
船
で
す
（
料
金
は
、
小
学
生

50
円
、
中
学
生
以
上
100
円
）
※
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
運
航
(12

月
29
日
回

S
2月
末
日
は
除
く
。

た
だ
し
、

6
月
末
日
ま
で
は
毎
日

運
航
）
。

沼津の主なイベント

沼津駅周辺の商店街を中心に繰り広げら
れ、県下でも屈指の豪華な飾り付けが自
慢のお祭りです。

沼津の自然を舞台に 5つのコ ンサートが
開催されます。古典から現代音楽まで、
それぞれ趣向を凝らした多彩なステージ
を素晴らしいロケーションの中でお楽し
みください。

7月19日(±)
企業、団体等市内各地のグループが、オ
リジナルの衣装と振り付けで中心市街地
を踊り抜けます。

7月26日(±)
• 27日((3)

沼津最大のイペントも ことし50周年を迎
スます。昼間はみこしパレード、夜は狩
野川で約5,000発の花火が打ち上げられ
ます。

沼津の夏を締め くくるイペント 。直径500
mの巨大な 2 尺玉花火をはじめとし t—大
型海上花火の競演やコンサートで、行<
夏を↑昔しみます。
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1997年（平成9年）6月15日
第921号

て^°‘
(8) 

市役所
代表電話 雲 85-1111

瓜

↓
ー
あ
ん
な
い

■市
塁
ノ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽
職
種
11
監
視
員
、
事
務
員
ほ
か

▽
対
象
1117
歳

s40歳
く
ら
い
の

明
る
＜
健
康
な
方
▽
期
間
1
1
7
月

12
日
S

8
月
31
日
午
前
8
時
30
分

S
午
後
6
時
▽
面
接
1
1
6
月
24
日

午
後
5
時
か
ら
、
ま
た
は
28
日
午

後
2
時
か
ら
市
民
プ
ー
ル
事
務
室

で
※
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
の
持

参
を
▽
申
込
み
1
1
6
月
24
日
ま
で

に
電
話
で
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

へ

■パ
ー
ト
保
母
募
集

▽
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
で
子

供
好
き
な
方
。
月
曜

S
金
曜
日
午

前
7
時
S

9
時
、
午
後
4
時
S

7

時
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問

合
せ
先
11
日
野
保
育
園

(
6
8
1
.

0
2
4
9
)
 

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

て
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
「
ア
ン
デ
ス

の
風
」
公
演
▽
日
時
1
1
6
月
2
1
日

午
後
7
時
か
ら
▽
会
場
11
七
生
公

会
堂
▽
費
用
11
大
人
前
売
り
2
千

500
円
、
小
人
2
千
円
（
全
席
自
由
）

マ
は
じ
め
て
の
民
謡
教
室
▽
日
時

1
1
6
月
2
1
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
午

後
7
時
S

8
時
30
分

(
5
回）

▽

費
用
1
1
1
万
円
（
税
別
）
▼
海
外

旅
行
に
役
立
つ
英
会
話
▽
日
時
11

6
月
28
日、

7
月
5
日
・

12
日
午

前
10
時
S
1
1
時
30
分
▽
費
用
1
1
7

千
円
（
税
別
）
▼
観
光
で
は
味
わ

え
な
い
沖
縄
「
戦
跡
と
基
地
を
巡

る
旅
」

▽
日
程
1
1
7
月
24
日
S
2
8

日

(
4
泊
5
日
）

▽
内
容
11附
部

戦
跡
・
読
谷
村
・
伊
江
島
を
現
地

平
和
ガ
イ
ド
に
よ
り
見
学
▽
費
用

1113
万
5
千
円
（
税
別
）
▼
幼
児

無
料
体
験
教
室
▽
日
程
1
1
6
月
27

日
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー

(
6
8
2
.
3
1
3
6
)

璽
杢
界
都
多
摩
更
生
園
生
活
部
で

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
月
2
回
程
度
、
琴
の
練
習
を
み

て
く
だ
さ
る
方
、

買
い
物
の
介
助

を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先

11
同
園
生
活
部
（
箕
輪
6
9
1
.
6

8
8
5
)
 

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
ご
協

力
を
「
提
供
品
を
受
け
付
け
」

▽
東
京
光
の
家
で
10
月
10
日
に
開

催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
提
供
希
望
品
11
衣
類
、
家
具
、

電
気
製
品
、
食
品
、
日
用
雑
貨
、

食
器
等
※
新
品
同
様
の
も
の
▽
回

収
期
間
1
1
9
月
27
日
ま
で
※
持
参

い
た
だ
け
る
方
は
、
バ
ザ
ー
前
日

ま
で
▽
問
合
せ
先
11
東
京
光
の
家

バ
ザ
ー
委
員
会

(
6
8
1
.
2
3
4

0
/
F
A
X
8
1
.
9
5
6
8
)
 

瀑

も
ょ
お
レ

●

「
幡
の
会
」
油
彩
水
彩
画
展

▽
日
時
1
1
6
月
17
日
S
2
2
日
午
前

10
時
＼
午
後
5
時

(22
日
は
午
後

4
時
ま
で
）

▽
会
場
11
と
よ
だ
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
小

柳
津

(
6
9
1
.
0
5
4
9
)

■中
央
大
学
学
術
講
演
会

▽
日
時
1
1
6
月
2
1
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
陽
光
会
館
▽
内
容
II

男
だ
っ
て
子
育
て

S
子
育
て
、
夫

婦
の
あ
り
方
を
考
え
る
▽
講
師
II

広
岡
守
穂
氏
（
同
大
教
授
）

▽
問
合

せ
先
11
ニ
澤

(
6
8
2
.
1
2
4
6
)

■多
摩
南
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
6
月
2
1
日
午
後
7
時
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
曲
目
11
ミ
ヨ
ー
「
フ
ラ
ン
ス
組

曲
」、
ス
パ
ー
ク
「
オ
リ
エ
ン
ト
急

行
」
ほ
か
▽
指
揮
11
柳
橋
明
徳
氏

▽
問
合
せ
先
11
同
楽
団
（
山
田
6

9
1
.
1
8
8
8
)
 

●
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

▽
日
程
1
1
6
月
22
日
▽
コ
ー
ス
11

東
京
湾
横
断
フ
ェ

リ
ー

S
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
ヘ

▽
定
員
11
先
着

20
人
▽
費
用
11
交
通
費
2
千
500
円

※
会
員
募
集
中
▽
申
込
み
先
11菊

澤

(6
9
1
.
3
3
7
8
夜
間
）

●
日
野
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
12
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
6
月
22
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月

15日
（
必
着
）
、

15日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

▽
曲
目
11
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
交
響
曲

第
9
番
「
グ
レ
イ
ト
」
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
舞
曲
第
5
番」

ほ
か
※
団
員
募
集
中
▽
問
合
せ
先

11
増
井

(
6
8
1
.
1
8
1
3
)

■学
習
会
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品」▽
日
時
1
1
6
月
24
日
午
後

2
時

S
4
時
▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
▽
講
師
11
天
笠
啓
祐
氏

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

▽
問
合
せ

先
11
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
日
野
豊
田

支
部
（
高
木
6
8
6
.
7
4
2
9
)

■歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時
1
1
6
月
28
日
午
後
6
時
30

分
S

9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
問
合
せ
先
11花
岡

(
6
9
2
.
4

1
8
8
)
 

■学
習
会
「
ホ
タ
ル
の
飛
ぷ
水
ベ

を」▽
日
時
1
1
6
月
28
日
午
後

2
時

S

4
時
▽
会
場
11南
平
小
▽
講
師

11
小
俣
軍
平
氏
（
東
京
都
緑
化
推

進
委
員
）
▽
問
合
せ
先
11
藤
平
(
6

0
3
0
.
5
2
5
.
2
6
1
6
)
 

■女
声
合
唱
団
「
菜
の
花
」
演
奏
会

▽
日
時
1
1
6
月
29
日
午
後
2
時
か

ら
▽
会
場
11
い
ず
み
ホ
ー
ル

(
J

R
西
国
分
寺
駅
前
）
▽
曲
目
11
「女

の
肖
像
」
ほ
か
▽
指
揮
11
倉
岡
典

子
氏
▽
問
合
せ
先
11
伊
井

(6

4
.
5
5
1
7
)
 

8
 ■連

続
講
座
「
敗
戦
と
新
し
い
出

発」

4
ー
「
沖
縄
戦
」
②

▽
日
時
11
6
月
29
日
午
後
1
時
30

分
S
4
時
▽
会
場
11中
央
公
民
館

▽
講
師
11
松
田
由
美
氏
ほ
か
▽
費

用
11
300
円
▽
問
合
せ
先
11
日
野
の

歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾
6

9
1
.
2
5
6
6
)
 

■英
語
で
知
ろ
う
身
近
な
ア
ジ
ア

▽
日
時
1
1
6
月
29
日
午
後
2
時

S
5

時
▽
会
場1
1
勤
労
•

青
年
会

館
▽
内
容
11
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
英
語

で
楽
し
も
う
▽
費
用
11500
円
▽
問

合
せ
先
11
三
多
摩
・
・
カ
サ
ナ
グ
の

会
（
わ
し
お
6
8
4
.
6
8
8
8
)

■多
摩
友
の
会
「
友
愛
セ
ー
ル
」

▽
日
時
・
会
場
11①
6
月
30
日
午

前
10
時
S
1
1
時
：
八
王
子
信
用
金

庫
子
安
支
店
／
②
7
月
1
日
午
前

10
時
30
分
＼
11
時
30
分
：
八
幡
神

社
三
沢
中
央
会
館
▽
内
容
11
中
古

衣
料
、
手
作
り
菓
子
ほ
か
▽
問
合

せ
先
11①
同
会
八
王
子
方
面
（
松

島
6
8
3
.
5
8
2
6
)／
②
同
会
高

幡
方
面
（
米
山
6
0
4
2
6
.
3
5
.

6
9
4
6
)
 

■青
い
鳥
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
1
1
7
月
4
日
午
後
6
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11府
中
の
森
芸
術

劇
場
ウ
ィ
ー
ン
ホ
ー
ル
▽
曲
目
11

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
、

中
田
喜
直
作
品
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
白
川

(6
9
2
.
2
8
3
4
)

■浴
衣
と
半
幅
帯
の
講
習
会

▽
日
時
1
1
7
月
4
日
・

11
日
午
前

10
時
S
正
午
と
午
後
7
時
S

9
時

▽
会
場
11
大
久
保
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
1120
人
▽
持
ち
物
11
浴
衣
‘

半
幅
帯
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
す
そ
よ

け
、
腰
ひ
も
3
本
ほ
か
▽
申
込
み

先
II樋
川

(
6
8
3
.
7
2
7
6
)

璽
魯
教
育
講
演
会

▽
日
時
1
1
7
月
5
日
午
後
2
時

S
4
時
▽
会
場
11
百
草
台
小
音
楽

室
▽
内
容
11
子
ど
も
に
愛
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
か
▽
講
師
11
田
中
智

子
氏
（
親
業
訓
練
協
会
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）
▽
問
合
せ
先
11
百
草

台
小
（
西
森
6
9
1
.
0
9
9
8
)
／

都
立
七
生
養
護
学
校
（
比
留
間
（

•1095) ー

，
 

■都
立
日
野
高
校
公
開
講
座

「
地
域
を
歩
く
」

6
回
シ
リ
ー
ズ

▽
日
程
11
7
月
19
日、

9
月
6
日・

27
日、

10
月
25
日、

11
月
8
日
・

29

日
※
初
回
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
あ
り
▽
内
容
11
多
摩
を
中
心
と

し
た
都
内
の
文
化
遺
産
や
史
跡
を

め
ぐ
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
▽
定
員
1130

人
※
申
込
多
数
は
抽
選
▽
申
込
み

1
1
6
月
30
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。往
信
用
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
性
別
を
‘
返
信
用
に

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
東
京
都
立

日
野
高
等
学
校
公
開
講
座
係
（
〒

191
石
田
1
9
0
6
8
1
.
7
1
2
3
)
へ
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■都
立
南
平
高
校
公
開
講
座

「
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
」

▽
日
時
1
1
7
月
22
日
S
2
6
日
午
前

9
時
＼
正
午
(
5
回）
▽
会
場
11
同

校
▽
対
象
11
全
回
参
加
で
き
る
初

心
者
20
人
（
成
人
）
▽
費
用
11200
円

（
フ
ロ
ッ
ピ
ー
代
ほ
か
）
▽
申
込
み

11
6
月
23
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。往
信
用
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
、
要
望
等
を
、
返
信
用
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
東
京
都
立
南
平

高
等
学
校
(
〒
191
南
平
8
の
2
の

3
6
9
3
.
5
1
2
1
)

へ

ゑ
記，ッ

0
中
学
校
体
育
施
設
開
放

7
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
1
1
6
月
20
日
①
体
育
饂
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3

時
③
校
庭
．．． 

4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）
…
6
時
▽
会
場
11市
役
所

5
階

505
会
議
室
▽
資
格
11
各
登
録

団
体
の
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■温
水
プ
ー
ル
短
期
水
泳
教
室

▽
日
時
・
コ
ー
ス
1
1
6
月
27
日、

7

月
4
日
・

11
日
A
コ
ー
ス
…
午
前

11
時

S
正
午
、

B
コ
ー
ス
…
午
後

7
時
S

8
時
▽
会
場
1
1
A
コ
ー
ス

…
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
、

B
コ
ー
ス
…
東
部
会
館
プ
ー
ル
▽

対
象
11
成
人
（
初
心
者
）
各
先
着
15

人
▽
費
用
11900
円
（
プ
ー
ル
使
用

料
3
回
分
）

▽
申
込
み
先
11
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

(
6

8
2
.
o
o
o
2
)
／
東
部
会
館
プ
ー

ル
(
6
8
3
.
4
3
1
1
)
※
い
ず
れ

も
午
前
9
時
か
ら
。
月
曜
日
休
館

■ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
楽
し
も
う
／
．

▽
日
時
1
1
6
月
28
日、

7
月
12

日
・

19
日
午
後
1
時
30
分
S
4
時

▽
会
場
11
旭
が
丘
小
体
育
館
▽
費

用
11100
円
（
保
険
料
等
）

▽
持
ち

物
11体
育
館
履
き
▽
主
催
11
日
野

市
体
育
担
導
委
員
会
▽
問
合
せ
先

11
栗
原

(6
8
3
.
8
5
7
5
夜
間
）

全
1
ル
監
視
員
講
習
会

▽
日
時
・
会
場
1
1
7
月
5
日
午
後

2
時
S

4
時
：
市
民
陸
上
競
技
場

会
議
室
、

8
日
午
前

9
時
30
分

S
1
1
時
30
分
…
南
平
体
育
館
、

9

日
午
後
7
時
S

9
時
：
．
市
役
所
5

階
505
会
議
室
の
い
ず
れ
か
1
日
※

講
義
／
13
日
午
後
1
時
S
4
時
…

市
民
プ
ー
ル
、

14
日
午
後
1
時

S
4
時
：
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
1
日
※
実
技

▽
内
容
11
理
論
及
び
救
急
法
、
実

習
▽
対
象
11プ
ー
ル
監
視
員
、
管

理
員
及
び
プ
ー
ル
開
放
を
利
用
す

る
団
体
の
責
任
者
▽
申
込
み
1
1
7

月
4
日
ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

(
6
内
線
542)
へ

■硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
午
前

8
時

S
1
1
時
▽
会
場
11旭
が
丘
中
央
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
※
駐
車
場
は
無

し
▽
定
員
1130
人
▽
費
用
11
千
円

（
当
日
徴
収
）
▽
申
込
み
1
1
6
月
30

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
往
信
用
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
横
打
澄
雄

(〒

193
八
王
子
市
東
浅
川
町
9886

0
4
2
6
.
6
1
.
6
1
6
9
午
後
7

時
S
1
0
時
※
木
曜
・
土
曜
日
を
除

く
）
へ
※
申
込
多
数
は
抽
選

至
市
民
体
育
大
会
S
少
年
野
球

▽
日
程
1
1
7
月
20
日
か
ら
毎
週
日

曜
日

(
7
月
2
1
日
の
振
休
は
実
施
）

▽
会
場
11多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ

か
▽
対
象
11
小
学
生
チ
ー
ム
（
小

4
以
上
）
と
中
学
生
チ
ー
ム
※
い

ず
れ
も
学
校
区
単
位
で
構
成
▽
費

用
1
1
1
チ
ー
ム
2
千
円
（
主
将
会

議
で
徴
収
）
▽
申
込
み
1
1
6
月
23

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
▼

主
将
会
議
▽
6
月
24
日
午
後
6
時

30
分
か
ら
市
役
所
5
階

505
会
議
室

で
※
受
け
付
け
は
午
後

6
時
か

ら
。
必
ず
出
席
を
▽
問
合
せ
先
II

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
543

轡
多
摩
社
会
人
オ
ー
プ
ン
・
ダ
プ

ル
ス
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

▽
日
程
1
1
8
月
17
日
S

9
月
14
日

▽
会
場
11
昭
和
の
森
プ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
（
昭
島
市
田
中
町
600)
▽
対
象

11多
摩
地
区
在
住
・
在
勤
の
社
会

人
▽
費
用
1
1
5
千
円
▽
問
合
せ
先

11多
摩
社
会
人
庭
球
連
盟
事
務
局

(
6
2
4
.
1
0
5
9
)
 

瑯

血

な
か
ま

●
読
書
の
会
「
花
輪
の
会
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
2
時
S

4
時

に
高
幡
図
書
館
な
ど
で
▽
内
容
II

日
本
文
学
を
英
書
で
読
む
▽
対
象

11
英
文
初
級
程
度
が
読
め
る
方
▽

費
用
11
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先
II

豊
田

(6
9
4
.
0
7
9
9
)

璽
魯
婦
人
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
「
豊

友
ク
ラ
プ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

S

4
時
30
分
に
南
平
体
育
館
な
ど

で
▽
対
象
11
経
験
者
▽
費
用
11
月

千
円

▽
問
合
せ
先
11
二
宮

(
6

8
4
.
6
2
3
7
)
 

冒

名
時
気
功
太
棒
拳
同
好
会

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
30
分

S

3
時
に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
費
用
11
入
会
金
千
円
、

月
2
千
500
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問

合
せ
先
11
川
上

(
6
8
3
.
7
4
3

9
)
 

＇

交
ダ
ン
ス
「
カ
ト
レ
ア
の
会
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
15
分

S

9
時
に
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
▽
対
象
11初
心
者
▽
費
用
11

入
会
金
2
千
円
、
月
3
千
円
※
プ

口
が
詣
導
▽

問
合
せ
先
11
横
野

市
民
税
・
都
民
税
（
第

1
期）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
巳
期
）

(
6
9
2
.
8
4
0
3
)
 

璽
羅
俳
句
会

▽
毎
月
第
1
金
曜
日
午
後

1
時

s4時
に
高
幡
図
書
館
な
ど
で
▽

費
用
11
月
500
円
※
摺
導
あ
り
。
初

心
者
歓
迎

▽
問
合
せ
先
11
小
林

(
6
9
2
.
7
5
4
8
)
 

■ス
ト
レ
ッ
チ
＆
初
心
者
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ー
ク
ル
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
後

2
時
15
分

S

3
時
30
分
に
富
士
電
機
体
育
館

で
▽
費
用
11
入
会
金
500
円
、
月
2

千
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11
二
瓶

(
6
8
3
.
0
8
7
4
夜
問
）

■｛
登
庭
婦
人
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
「
ゆ

り
の
木
ク
ラ
プ
」

(
9
人
制
）

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
S

5
時

に
五
小
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用
11

月
千
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ

先
11
石
原

(
6
8
6
.
7
8
3
6
)

■フ
レ
ッ
シ
ュ
卓
球
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
S
4
時

に
潤
徳
小
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用

11年
2
千
円
▽
持
ち
節
11
ラ
ケ
ッ

ト
、
体
育
館
履
き
※
月
1
回
揖
導

あ
り

▽
問
合
せ
先
11
醍
醐
(
6

9
1
.
2
2
1
7
)
 

■か
わ
せ
み
ハ
ー
モ
ニ
カ

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
S

3
時

に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
費
用
11

月
2
千
500
円
※
見
学
歓
迎
。
月
2

回
指
導
あ
り
▽
問
合
せ
先
11窪
田

(6
8
4
.
9
7
4
1
)
 

■平
山
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

▽
月
3
回
金
曜
日
午
前
10
時

Sll

時
30
分
に
八
王
子
信
用
金
庫
平
山

支
店
で
▽
対
象
11
中
高
年
女
性
▽

費
用
11
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先
II

野
村

(
6
9
1
.
1
8
5
0
)

■ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ラ
ス
「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
」

▽
毎
月
第
1
土
曜
日
午
前
9
時
45

分
S
1
1
時
45
分
に
東
部
会
館
な
ど

で
▽
費
用
11
入
会
金
千
円
、
月
千

500
円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11
芦
田

(6
9
2
.
6
7
4
5
)

■健
康
矯
正
体
操

▽
毎
週
土
曜
日
午
後

7
時
30
分

S

8
時
30
分
に
七
小
体
育
館
な
ど

で
▽
費
用
11
月
2
千
800
円
▽
問
合

せ
先
11
長
嶋

(
6
8
1
.
7
1
5
8
)

■旭
が
丘
女
声
合
唱
団

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
2
時
S

5
時

に
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
で
▽
費

用
11
月
4
千
円
※

11
月
に
演
奏
会

予
定
▽
問
合
せ
先
11宇
賀
神

(
6

.
3
1
2
6
)
 

4
 

8
 ■女

声
合
唱
団
「
コ
ー
ア
・
テ
レ

ー
ジ
ア
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
S

5
時

J
R
中
央
線
沿
線
（
豊
田
、
国
立
）

な
ど
で
▽
費
用
11
月
5
千
円
※
個

人
発
声
あ
り
▽
問
合
せ
先
11宇
賀

神

(
6
8
4
.
3
1
2
6
)

■日
野
ア
イ
デ
ア
サ
ー
ク
ル

▽
毎
月
第
2
水
曜
日
午
後
1
時
30

分
か
ら
と
第
4
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽

内
容
11
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
の
創
出

▽
費
用
11
月
100
円
▽
問
合
せ
先
II

鈴
木

(
6
9
1
.
5
5
4
5
)

■す
こ
や
か
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
30
分

S

3
時
に
谷
仲
山
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
費
用
11
月
2
千
500
円
▽

持
ち
物
11
バ
ス
タ
オ
ル
▽
問
合
せ

先

11
中
山

(
6
9
2
.
9
3
7
8
夜

間）＇

合
経
営
研
究
会

▽
経
営

・
会
計
・
税
務
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
※
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
11
高
野

(
6

8
4
.
6
2
6
2
)
 

■日
野
エ
レ
ク
ト
ロ
フ
ォ
ト
ク
ラ

プ▽
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
後

1
時
30
分
S

5
時
に
中
央
公
民
館

な
ど
で
▽
内
容
11
デ
ジ
カ
メ
・
パ

ソ
コ
ン
等
に
よ
る
電
子
映
像
の
楽

し
み
を
探
る
▽
費
用
11
月
300
円
※

ど
な
た
で
も

▽
問
合
せ
先
11
浅

尾

(6
8
4
.
9
7
1
3
)

4} 
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